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シリンダゲージ Innenmessgerät

はじめに
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みの上、正しくお使い下さい。また、本書はお読みになった後も、いつ
でも見られる所に大切に保管して下さい。本製品の仕様及び本書の内容は、将来予告無しに変更することがあります。
万一弊社の製造販売に起因する不具合が、お買い上げより一年以内に発生した場合、無償修理いたしますのでお求めの
販売店、営業所までご連絡下さい。

海外移転に関するご注意
本製品は、「外国為替及び外国貿易法」の規制対象品です。

本製品やその技術を海外移転する場合は、事前に弊社にご相談下さい。

1.安全上のご注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定される内容および物的損
害のみの発生が想定されることを示しています。

2.各種の注意について
重要
･ 目的を達成するために必要な情報を示す注記です。
･ この指示に従わない場合、本製品の性能を損なう可能性あるいは維持することが困難になる可能性があることを示します。

注記
本文の重要な点で、特に強調または補足すべき情報や特定の操作に関してご留意頂きたい事柄があることを示します。

3.使用環境
重要
･ 温度 0 〜 40℃、湿度 30 〜 70％の環境で使用して下さい。（保存温度 – 10 〜 50℃）
･ 急激な温度変化を避けて下さい。結露して性能に悪影響を及ぼすことがあります。
･ 塵埃や油、オイルミストの少ない場所で使用して下さい。
･ 直射日光の当たらない場所で使用して下さい。

4.ご使用上の注意
以下の行為、状況は本製品の故障、誤作動、精度不良の原因となりますのでお気をつけ下さい。

重要
・ 本製品に衝撃や、過度の力を加えないで下さい。
・ 温度変動の少ない場所でご使用下さい。本製品と基準器及び測定の対象は、十分温度に慣らしてからゼロ点調整並び

に測定を行って下さい。
・ ご使用の際は、ヘッドと外筒に緩みがないことを確認して下さい。
・ 外筒部を持っての操作はなさらないで下さい。定期校正または精密な測定が要求される場合には、体温による指示値

への影響を少なくするために、厚手の手袋をご着用下さい。
・ 直射日光のあたる場所、極端に暑い所、寒い所での使用、保管は避けて下さい。
・ 使用後は、本体、換えロッド、ワッシャ等の清掃・防錆処置を行って下さい。清掃が不十分であると精度や作動が悪

化することがあります。
・ 換えロッド、ワッシャ、サブアンビル等は付属品のみ使用し他機種との共用は避けて下さい。
・ 測定子やガイドの急激な作動は避け、必ず定められた測定範囲内でご使用下さい。
･ 誤って本製品を落下させてしまった場合には、精度、作動を確認して下さい。

5.各部の名称

注記
･ 指示器は標準付属ではない機種があります。
･ ダイヤルゲージ等指示器の各部名称や付属品、取り扱いにつきましては、ご使用される指示器の取扱説明書をご参照

下さい。

6.測定子の有効移動量
・	測定子の可動範囲 S と有効測定範囲 R はそれぞれ下記（図 1）のようになります。

・	有効測定範囲の中心 Po をニュートラルポイントとし、換えロッドから Po までの長さをシリンダゲージの呼び寸法 L
とします。（図 2、呼び寸法は換えロッドと換えワッシャの組み合せにて設定します）

・	測定される全公差範囲の中央値を L に設定されることをお勧めします。

例えば、測定寸法が 100±0.05 の場合には 100 を L に設定します。また、100.5+0.02/-0.08 のような場合には 104.97 を L に
設定するのが理想ですが、マイクロメータヘッド付きの機種以外では 0.01 mm（ .00004”）単位での寸法調整はでき

ないため、替えワッシャと換えロッドとの併用で、100.5 を L に設定して使用します。

シリンダゲージの測定範囲 測定子の可動範囲 S 有効測定範囲 R
6-10 mm (.24 - .4”) 0.7 mm (.028”) 0.5 mm (.020”)

10-18.5 mm (.4 - .73”) 0.8 mm (.032”) 0.6 mm (.024”)
18-60 mm (.7 – 2.4”) 1.4 mm (.055”) 1.2 mm (.047”)

50-800 mm (2 – 31.5”) 1.8 mm (.071”) 1.6 mm (.063”)

7.使用方法
シリンダゲージは比較測定器です。単体では測定器としての機能、性能を発揮できません。ご使用に際しましては、指

示器となるダイヤルゲージまたはデジマチックインジケータ並びに、基準器となるセットリング、マイクロメータ、ゲー

ジブロック、シリンダゲージゼロチェッカ等を用いたゼロ点調整が必要となります。

7-1．指示器の取付け
1) ダイヤルクランプのねじを緩め、ダイヤルゲージ等の指示器をダイヤルホルダに差し込みます。

 指示器の差し込みは、指示器の指し示す値を確認しながらゆっくりと行って下さい。 
2) 指示器の仕様にもよりますが、少なくとも 0.3 mm 以上押し込んだ状態まで差し込み、ダイヤルクランプのねじを

締め、指示器を固定します。ダイヤルクランプのねじの溝にコインなどを入れて回すと強く締めることができます。

3) ダイヤルゲージ保護カバー（一部オプション）を必要に応じ取り付けます。（図 3）
4）測定範囲が 160 mm （6.5”）を超える本体のガイドについては、ガイド方向を切り替える必要があります。ガイドを

軽く突き当たる位置まで押し込み、そこから 90°時計方向に回転させます。手を離すとガイドが元の位置に復帰し

測定可能な状態になります。ケースに収納する場合には上記手順を逆に行って下さい。（図 4）

注記
･ ダイヤルクランプを締め上げた状態で、指示器の抜き差しや回転をさせないで下さい、本製品や指示器を破損させる

恐れがあります。
･ ダイヤルクランプの指示器挿入穴を誤って変形させてしまった場合、ミリ仕様はφ 8 mm、インチ仕様はφ 9.53 mm の棒状

のものを差し込み矯正して下さい。
･ ゴムジャバラ付き指示器のご使用は避けて下さい、作動不良となる恐れがあります。

7-2．寸法設定（測定範囲の変更）
測定寸法に合わせた、換えロッド、換えワッシャ、サブアンビルを取り付けること、またはマイクロメータヘッド（マ

イクロメータヘッド付き機種のみ）の調整により測定寸法の設定を行います。

・ 換えロッド、換えワッシャ、サブアンビルによる寸法設定

アンビルプレートまたは換算表を参照し、記載してある測定範囲の呼び値並びに 6．測定子の有効移動量の解説を参

考にして、換えロッド等の選定を行ないます。換えロッド等の取り付け方法は機種により異なる為、下図（図 5）を

参照して行って下さい。換えワッシャ、サブアンビルを複数取り付ける場合は、それぞれ最小個数となるようにして

下さい。換えロッドを固定する際は、ねじ部あるいはサポーティングナットの締付けを確実に行って、緩みがない事

を確認し、使用して下さい。

・マイクロメータヘッドによる寸法設定 
マイクロメータヘッド付き機種は、マイクロメータヘッドにより寸法設定します。設定後はマイクロメータヘッドを

クランプして下さい。

マイクロメータヘッドのクランプの方法は機種

により右図のように 2 種類あります。

マイクロメータのネジガタによる誤差を取り除

くために、シンブルを矢印の方向に押し付けて

クランプして下さい。

マイクロメータヘッドのみで調整範囲が不足する場合には、下図の要領でサブアンビルを併用して下さい。

7-3．ゼロ点調整
ゼロ点調整には、基準器が必要です。ここでは一般的なゼロ点調整の方法について説明します。

・ セットリング、円筒マスターゲージによるゼロ点調整

量産品の検査等、長期にわたって定期的に同一仕様の測定物を測定する場合は、ゼロ点調整用のマスターリングをご

用意いただくと便利です。この場合の調整方法は、実際の測定方法と同じで、マスターリングにシリンダゲージを差

し込み、シリンダゲージを前後または左右に揺動して指示器の指し示す値が最大となる点でゼロ点を合わせます。

（指示器がダイヤルゲージの場合は目盛板を回転、デジマチックインジケータの場合にはプリセットまたはゼロセッ

トを行います）

・ 外側マイクロメータによるゼロ点調整 
マイクロメータをスタンドにヘッド側（スピンドル側）を下向きにして縦姿勢で固定し、必要な長さに開きます。マ

イクロメータの 2 つの測定面の間にシリンダゲージを差し込み、指示器の指し示す値が最大となる点で指示器のゼロ

点を合わせます。マイクロメータによるゼロ点調整は、ガイドによる求心作用が得られない為、ある程度の熟練が必

要です。外側マイクロメータの他にも、ゲージブロック、ハイトマスタ、シリンダゲージゼロチェッカにより同様の

方法でゼロ点調整が可能です。

注記
･ 基準器の汚れは誤差の要因となりますので、ゼロ点調整をする前に清掃して下さい。
･ 換えロッド並びにマイクロメータヘッド着脱の際には、必ず付属するスパナを用いて下さい。
 （換えロッドをサポーティングナットによって固定するタイプは除きます）
･ 外側マイクロメータによるゼロ点調整の場合には、必ずマイクロメータは縦姿勢とし、スピンドル

側が下側となるように保持して下さい。また、マイクロメータのスピンドルはクランプしないで作
業を行って下さい。

･ 測定寸法の設定後や測定開始前には必ずゼロ点調整を行って下さい。連続で測定する場合でも、で
きる限り 1 回の測定毎に調整して下さい。

7-4．測定
指示器の取付け、測定寸法の設定、ゼロ点調整が完了したら測定が可能です。シリンダゲージでは円筒内径の他に平行

2 平面間の距離なども測定できます。この場合には外側マイクロメータによりゼロ点を調整する場合ないしはガイドの

無い機種と同様、ガイドの求心作用が得られない為、ある程度の熟練が必要となります。

測定手順

1) 被測定対象にシリンダゲージを差し込みます。

2) シリンダゲージを前後または左右に揺動します。 
3) 指示器の指し示す最大値（被測定対象位置の

    最小値）を読み取ります。

注記
･ 被測定物の汚れは誤差の要因となりますので、測定前に清掃して下さい。
･ 換えロッド側からのシリンダゲージ差し込みは行わないで下さい。必ず測定子・ガイド側から差し込み、ガイドを被測定

対象に押し付けながら換えロッド側を差し込んで下さい。また、シリンダゲージに衝撃を加えないようにご注意下さい。

8.継足ロッド（特別付属品）について
標準のシリンダゲージでは測定できない深い穴を測定する場合には、継足ロッドを使用して測定深さを延長することが

できます。（標準形、短脚形、マイクロメータヘッド付き機種のみ）

継足ロッド取り付け方法

1）継足ロッドに付属しているスパナで外筒を固定し、

      ヘッドを反時計方向に回転させ取り外します。

2）継足ロッドを外筒にねじ込みます。

3）ヘッドを継足ロッドにねじ込みます。

・  継足ロッドを使用した場合、使用姿勢が精度に影響する場合があります。使用される姿勢と同じ姿勢
でゼロ点調整されることをお勧めします。

・  500mm 以上の継足ロッドを接続した場合は垂直姿勢で使用して下さい。
・  継足ロッド内部のシャフトどうしが連結されるよう、ゆっくりと確実にねじ込んで下さい。
・  ねじ部は緩みの無いよう確実に締めて下さい。固定が確実でない場合、破損や精度・作動不良の原因

となったり、部品落下によりケガをしたりする可能性があります。
・  継足ロッドは 2 本以上継ぎ合わせないで下さい。
・  継足ロッドを接続するとタワミなどの影響により、精度が変化することがありますのでご注意下さい。

9.保守点検・修理
･ 外部の汚れは、柔らかく乾いた布か中性洗剤またはアルコールを少量含ませた布で拭き取ります。
 樹脂部品には他の有機溶剤（シンナー、ベンジン等）は使用しないで下さい。
･ 内部の汚れについては下図をご参照頂き、定期的に測定子周辺を分解・洗浄して下さい。
 分解可能な機種は、下図の様なガイドストッパを有している機種のみで、その他機種は分解不可です。これらの機種

につきましては、ヘッド部分のみをアルコール等に浸漬させ洗浄して下さい。

 

･ 外筒からヘッドをはずしてから再度取付ける場合は、グリップを持たず外筒を傷の付きにくいプライヤー等で保持し
た状態で、ヘッドを確実に締付けて下さい。

･ 長期間使用されない場合には、清掃・防錆処置を行い結露しない場所に保管して下さい。
・ 長期間使用されなかった場合は、シリンダゲージ及び指示器の精度、作動を確認して下さい。
・ 本製品の性能は、使用状況や保存状態に大きく左右されます。お客様での使用頻度・環境・保管方法等を考慮された

上で社内規格等に周期を定め、定期的に点検される事をお勧めします。
･ 弊社以外で修理された場合の性能は弊社の保証外となります。

注意
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① ① .  ダイヤルクランプ

② .  ダイヤルホルダ

③ .  グリップ（握り）

④ .  外筒

⑤ .  ヘッド

⑥ .  測定子（可動側）

⑦ .  ガイド（案内板）

⑧ .  換えロッド（アンビル）

*測定範囲が 10 mm（ .4”）までの機種には

ガイドはありません。

換えロッド測定子

R ( 有効測定範囲 )

S ( 可動範囲 )図 1 図 2

図 3 図 4

換えロッド

ワッシャ
ナット

換えロッド

サブアンビル

換えワッシャ

サブアンビル サポーティングナット

換えロッド

換えワッシャ

6~10 mm（.24~.4”）
( 小径 CG-S タイプ )

10~35 mm（.4~.1.38”）
及び浅穴形（CGF）全機種

35 mm（1.38”）以上の全機種

（標準形、短脚形、マイクロメータヘッド付きタイプ）

図 5

 

注意

①

②

③

ｶﾞｲﾄﾞｽﾄｯﾊﾟ

ｽﾅｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾔ等
（市販品）

① . 市販のスナップリングプライヤ等を用いて 2 本のピンを
ガイドストッパの穴に差し込みます。
適用ピン径：
測定範囲 35 mm 以下の機種φ 1 mm、その他φ 1.5 mm

② . ガイドストッパを反時計方向に回す。
③ . 測定子やガイド等が本体から外れます。

測定範囲が 160 mm(6.5”) を超える本体にはガイド回り
止めのボールとばねが内蔵されており、ガイド取り外し
の際に飛び出す恐れがあります、分解時はゆっくりとガ
イドを取り外して下さい。

④ . 測定子、ガイド等をアルコール等で洗浄下さい。
 ※ 部品を無くさないようご注意下さい。

Einführung
Um dieses Messgerät in vollem Umfang nutzen zu können, lesen Sie bitte diese Bedienungsanleitung sorgfältig durch 
und bewahren Sie sie zum Nachschlagen griffbereit auf. Änderungen der technischen Produktdaten und Informationen 
in diesem Dokument bleiben ohne Vorankündigung vorbehalten.  

Hinweise zu Exportbestimmungen
Sie verpflichten sich, keine Handlungen auszuführen, die, direkt oder indirekt, gegen irgendein Gesetz der USA, 
Japans oder Ihres Landes oder gegen sonstige internationale Verträge in Bezug auf Export oder Re-Export von 
Wirtschaftsgütern verstoßen.

1. Sicherheitshinweise

Hinweis auf eine potentielle Gefahrensituation, die, wenn sie nicht vermieden wird, zu Unfällen mit leichten bis 
mittelschweren Verletzungen oder Sachschäden führen kann.

2. Verschiedene Hinweisarten
WICHTIG
• 	 Ein wichtiger Hinweis enthält Informationen, die zur Durchführung einer Aufgabe von wesentlicher Bedeutung sind. Dieser Hinweis 

muss zur Durchführung der Aufgabe unbedingt beachtet werden.
• 	 Ein wichtiger Hinweis bezieht sich auf eine Vorsichtsmaßnahme, die bei Nichtbeachtung zu Datenverlust, verringerter Genauig-

keit oder Funktionsstörung/Ausfall des Instruments führen kann.

HINWEIS
Ein Hinweis betont oder ergänzt wichtige Punkte des Haupttextes. Er gibt Zusatzinformationen zu besonderen Situationen 
(z.B. Speicherbeschränkungen, Gerätekonfigurationen oder Detailinformationen zu spezifischen Programmversionen).

3. Betriebsumgebung
WICHTIG
• 	 Das Messgerät bei einer Umgebungstemperatur zwischen 0 und 40°C sowie bei einer relativen Luftfeuchtigkeit zwischen 30 und 

70% verwenden. (Lagerungstemperatur: -10 bis 50°C)
• 	 Das Messgerät nicht an Orten mit starken Temperaturschwankungen einsetzen.
	 Kondensation kann sich ungünstig auf die Leistungsfähigkeit des Geräts auswirken.
• 	 Gerät nur an Orten verwenden, an denen so wenig Staub, Öl und Ölnebel wie möglich vorhanden ist.
• 	 Gerät darf nicht unter direkter Sonneneinstrahlung betrieben werden.

4. Vorsichtsmaßnahmen während des Betriebs
Beachten Sie bitte stets die folgenden Vorsichtmaßnahmen und Sicherheitsvorschriften, um Ausfälle und Störungen des Geräts zu vermeiden.

WICHTIG
• 	 Das Messgerät darf keinerlei Stößen und Erschütterungen ausgesetzt werden.
• 	 Vor Beginn von Messvorgängen für eine ausreichende Wärmestabilität an Messgerät, Einstellmaß und Messgegenstand sorgen. Das 

Innenmessgerät nur an Orten mit möglichst geringen Temperaturschwankungen verwenden.
• 	 Vor der Verwendung sicherstellen, dass Messkopf und Schaft sicher befestigt sind.
• 	 Den Schaft nicht berühren oder festhalten. Ist eine regelmäßig durchzuführende Kalibrierung fällig oder eine Präzisionsmessung 

erforderlich, Handschuhe tragen, um den Einfluss der Körpertemperatur auf den Messwert so gering wie möglich zu halten.
• 	 Gerät darf nicht unter direkter Sonneneinstrahlung bzw. in einer zu warmen oder kalten Umgebung betrieben oder gelagert werden.
• 	 Nach dem Einsatz die auswechselbaren Messbolzen/Unterlegscheiben etc. reinigen und Korrosionsschutzöl auftragen. Andernfalls 

können Genauigkeit und Funktionsfähigkeit des Messgeräts beeinträchtigt werden.
• 	 Nur die mitgelieferten auswechselbaren Messbolzen/Unterlegscheiben, Tastbolzen und anderes Zubehör verwenden. Diese Elemente 

nicht bei anderen Messgeräten verwenden.
• 	 Plötzlichen, ruckartigen Betrieb vermeiden. Das Messgerät nur für Messungen im vorgegebenen Messbereich verwenden.
• 	 Sollte dieses Produkt versehentlich fallen gelassen werden, sind danach Genauigkeit und korrekte Funktionsweise zu überprüfen.

5. Teilebezeichnungen 

HINWEIS
• 	 Bei einigen Modellen gehört die Anzeige u.U. nicht zum Standardzubehör.
• 	 Die Bezeichnungen der verschiedenen Teile und des Zubehörs sowie Einzelheiten zur Handhabung der Messuhr und anderer 

Anzeigeelemente entnehmen Sie bitte der jeweiligen Bedienungsanleitung.

6. Bewegung des Tastbolzens
• 	Der Verfahrbereich des Tastbolzens (S) und der effektive Messbereich (R) sind unten dargestellt (Abbildung 1).
• 	Der Abstand zwischen der Mitte (P0) des effektiven Messbereichs und den auswechselbaren Messbolzen (L) wird als der Nennwert betrachtet. 
	 (Der Nennwert in Abbildung 2 wird durch kombiniertes Anbringen des auswechselbaren Messbolzens und der Unterlegscheibe bestimmt.)
• Es wird empfohlen, den Mittelwert des gesamten Toleranzbereichs für L einzustellen.
	 Beträgt die Messlänge z.B. 100±0.05, dann ist für L = 100 einzustellen. Beträgt die Länge 100.5 +0.02/-0.08, ist die optimale Einstellung für L = 

104,97. Die Länge kann jedoch bei Modellen ohne Einbaumessschraube nicht in einem Schritt um 0,01 mm korrigiert werden. Daher L auf 
100,5 einstellen, indem die auswechselbare Unterlegscheibe und der auswechselbare Messbolzen zusammen eingesetzt werden.

Messbereich des Innenmessgeräts Verfahrbereich des Tastbolzens (S) Effektiver Messbereich (R)

6 - 10 mm 0,7 mm 0,5 mm

10 – 18,5 mm 0,8 mm 0,6 mm

18 - 60 mm 1,4 mm 1,2 mm

50 - 800 mm 1,8 mm 1,6 mm

7. Funktion
Das Innenmessgerät kann nur dann als Vergleichsmessgerät genutzt werden, wenn zuvor der Nullpunkt mithilfe einer analogen oder digitalen 
Messuhr als Anzeige mittels Einstellring, Messschraube, Einstellmaß oder Prüfgerät korrekt eingestellt wurde.

7-1. Anbringen der Anzeige
1)	 Die Klemmeinrichtung lösen und eine Anzeige wie z.B. eine Messuhr in den Halter einsetzen.
	 Die Anzeige langsam einführen, dabei den an der Anzeige angezeigten Wert beobachten.
2)	 Die Anzeige mindestens 0,3 mm tief einführen; allerdings hängt dieser Wert von den jeweiligen Spezifikationen der Anzeige ab. Die Schraube zum 

Fixieren der Anzeige mit Hilfe einer Münze oder eines anderen flachen Gegenstands anziehen.
3)	 Bei Bedarf eine Messuhrschutzabdeckung (bei einigen Modellen Sonderzubehör) anbringen (siehe Abbildung 3).
4） Ist der Messbereich größer als 160 mm, muss die Richtung der Zentrierbrücke der Haupteinheit gedreht werden. Die Brücke bis zum Anschlag 

schieben und dann um 90° in Uhrzeigerrichtung drehen. Nach der Freigabe kehrt die Brücke zur Ausgangsposition zurück und nun sind Messungen 
möglich. Diese Vorgehensweise umkehren, wenn das Gerät in die Aufbewahrungsbox zurück gelegt wird. (Abbildung 4).

HINWEIS
• 	 Die Anzeige nicht mit angezogener Klemmeinrichtung drehen oder ausbauen. Dadurch könnten das Innenmessgerät oder die Anzeige 

beschädigt werden.
• 	 Wird die Aufnahmebohrung für die Anzeige versehentlich verformt, kann dies durch Einsetzen eines Stifts mit ø8 mm Durchmesser 

(bei mm-Spezifikation) oder eines Stifts mit ø9.53 mm Durchmesser (bei Zoll-Spezifikation) korrigiert werden.
• 	 Keine Messuhr mit Gummibalg verwenden. Dadurch kann eine Fehlfunktion verursacht werden.

7-2. Maßeinstellungen (Änderung des Messbereichs)
Die Messlänge einstellen, indem ein auswechselbarer Messbolzen, eine auswechselbare Unterlegscheibe und/oder eine Verlängerung angebracht werden, 
die für die Messlänge geeignet sind. Verstellen der Einbaumessschraube (nur bei Modellen mit Einbaumessschrauben):
• 	 Einstellen der Länge durch Montieren eines auswechselbaren Messbolzens, einer auswechselbaren Unterlegscheibe und ggf. einer Verlängerung

Unter Zuhilfenahme des Nennwerts entsprechend den Angaben in Abschnitt 6 die geeigneten Messbolzen, Unterlegscheiben bzw. 
Verlängerung auswählen. Die Methode variiert je nach Gerät. (siehe Abbildung 5). Anzahl der verwendeten Unterlegscheiben und/oder 
Verlängerungen so gering wie möglich halten. Die Gewindeteile festziehen und auf lockeren Sitz kontrollieren, bevor die Messbolzen 
befestigt werden.

• 	 Einstellen des Messbereichs durch Verstellen der Einbaumessschraube 
Den Messbereich für ein solches Modell einstellen, indem die Einbaumessschraube verstellt wird. Die Schraube nach dem Einstellen klemmen.
Zum Festklemmen des Messschraubenkopfes bieten sich zwei 
Methoden an (siehe Abbildungen rechts).
Eine für Ihr Modell passende Methode  benutzen. 
Zum Vermeiden von Messabweichungen infolge von Gewindespiel
der Einbaumessschraube diese durch Drücken der Skalentrommel
in Pfeilrichtung vorbereiten.
Ist es nicht möglich, den Bereich nur mithilfe der Einbaumessschraube ausreichend anzupassen, muss dazu eine Verlängerung wie in der Abbildung 
unten verwendet werden.

7-3. Nullpunkteinstellung
Ein Bezugsmaß wird für die Nullpunkteinstellung benötigt. Die Vorgehensweise wird nachfolgend beschrieben.
• 	 Nullpunkteinstellung mit Einstellring

Zum regelmäßigen Messen von Werkstücken, die die gleichen Spezifikationen aufweisen (z.B. bei der Messung von in Massenproduktion hergestellten 
Produkten), ist ein Einstellring für die Nullpunkteinstellung hilfreich und praktisch. Dieses Einstellverfahren ist mit der eigentlichen Messmethode 
identisch. Innenmessgerät in den Einstellring einsetzen, Innenmessgerät „durchpendeln“ und als Nullpunkt denjenigen Punkt einstellen, bei dem in 
der Anzeige der Maximalwert angezeigt wird. (Das Ziffernblatt der analogen Messuhr drehen oder die Voreinstellung oder Nullpunkeinstellung für eine 
digitale Messuhr vornehmen.)

• 	 Nullpunkteinstellung mit Bügelmessschraube
Die Bügelmessschraube so in einen Halter einbauen, dass die Spindelseite nach unten weist. Mit der Schraube dann das benötigte Bezugsmaß einstellen.
Das Innenmessgerät in die Bügelmessschraube einsetzen und als Bezugswert denjenigen Punkt einstellen, bei dem in der Anzeige der Maximalwert 
angezeigt wird.
Für diese Einstellarbeit ist einiges Geschick erforderlich, da das Gerät beim Einstellen mit einer Bügelmessschraube keine automatische Zentrierung 
über eine Zentrierbrücke wie in einem Einstellring erfährt.
Anstatt mit einer Bügelmessschraube kann der Einstellvorgang auch mit Hilfe von Endmaßhaltern und entsprechenden Endmaßen durchgeführt werden.

HINWEIS
• 	 Einstellgerät vor der Nullpunkteinstellung stets reinigen, um Messfehler zu vermeiden.
• 	 Zum Aus- und Einbau des auswechselbaren Messbolzen bzw. der Einbaumessschraube unbedingt den 

mitgelieferten Schraubenschlüssel verwenden (ausgenommen Modelle, bei denen der Messbolzen mithilfe von 
Muttern arretiert wird).

• 	 Bei der Nullpunkteinstellung mithilfe der Bügelmessschraube sicherstellen, dass diese in der senkrechten 
Stellung bleibt und so gehalten wird, dass die Spindelseite nach unten weist. Spindel der Bügelmessschraube 
nicht feststellen.

• 	 Die Nullpunkteinstellung stets erst nach der Einstellung der Länge, aber vor Beginn der Messung ausführen. Auch 
wenn der Reihe nach viele Messvorgänge durchgeführt werden, die Nullpunkteinstellung periodisch 
wiederholen.

7-4. Messung
Mit der Messung kann begonnen werden, nachdem die Anzeige angebracht, die Messlänge eingestellt und die Nullpunkteinstellung abgeschlossen ist. 
Mit dem Innenmessgerät können nicht nur Innendurchmesser, sondern auch der Abstand zwischen zwei parallelen Ebenen gemessen werden.
Messvorgang
1) Innenmessgerät in das Werkstück einsetzen.

2) Innenmessgerät durchpendeln.

3) Den Maximalwert in der Anzeige ablesen.

HINWEIS
• 	 Werkstück vor Beginn der Messung stets reinigen, um Messfehler zu vermeiden.
• 	 Innenmessgerät nicht von der Seite mit dem auswechselbaren Messbolzen aus einsetzen. Gerät stets von der Seite mit dem 

Tastbolzen/der Zentrierbrücke aus einsetzen und den auswechselbaren Messbolzen einführen, während die Zentrierbrücke gegen 
das Messobjekt gedrückt wird. Beim Einsetzen in das Werkstück keine große Kraft auf das Innenmessgerät ausüben.

8. Hinweise zur Verlängerungsstange (optionales Zubehör)
Die Messtiefe kann unter Verwendung der Verlängerung vergrößert werden, um tiefe Bohrungen messen zu können (nur bei Standardmodell, kurzem 
Modell sowie bei Modellen mit Einbaumessschraube).
Anbringen der Verlängerungsstange
1) Den Schaft unter Verwendung des zusammen mit dem Produkt 

gelieferten Schraubenschlüssels festhalten und den Messkopf 
durch Drehen entgegen der Uhrzeigerrichtung abschrauben.

2）Die Verlängerung in den Schaft einschrauben.
3）Den Messkopf in die Verlängerung einschrauben.

• 	Bei der Verwendung der Verlängerung kann die Genauigkeit je nach Messposition beeinträchtigt werden. Es wird 
empfohlen, beim Einstellen die gleichen Bedingungen zu schaffen, wie beim Messen. 

• 	Bei Verwendung einer Verlängerungsstange mit einer Länge von 500 mm oder mehr die Messung senkrecht 
vornehmen.

• 	Den Messkopf fest an der Verlängerung befestigen, so dass die Übertragungselemente sicher aneinander gekoppelt sind. 
• 	Das Gewindeteil festziehen, so dass es sich nicht lösen kann. Ist es nicht sicher fixiert, kann es zu Bruch, Messungenauigkeit 

oder Fehlfunktionen kommen oder das Gewindeteil kann herabfallen, wodurch Verletzungen verursacht werden können.
• 	Es dürfen nicht mehrere Verlängerungen gestaffelt angebracht werden.
• 	Bei Verwendung einer Verlängerungsstange kann die Genauigkeit durch Stangendurchbiegung o.ä. beeinträchtigt 

werden. 

9. Wartung, Inspektion, Instandhaltung und Reparatur
• 	Bei Verunreinigungen Außenflächen mit einem sauberen, trockenen Tuch abwischen, das mit einem neutralen Reinigungsmittel oder 

Reinigungsalkohol getränkt ist. 
	 Auf keinen Fall andere organische Lösungsmittel (wie z.B. Verdünner oder Benzin) zum Reinigen von Kunststoffteilen verwenden.
• 	Den Messkopf regelmäßig zerlegen und säubern, um innere Verunreinigungen zu entfernen. Dabei vorgehen wie in der Abbildung 

unten gezeigt. Es können nur solche Modelle zerlegt werden, die mit einer Haltemutter (siehe Abbildung unten) versehen sind. Bei 
diesen Modellen das Kopfteil zum Reinigen in Alkohol oder ein anderes Lösungsmittel eintauchen. Die anderen Teile nicht eintauchen.

• 	Falls der Messkopf vom Schaft entfernt wurde, den Messkopf fest anziehen und dabei den Schaft nicht am Griff, sondern mit einer 
Zange festhalten, um Kratzer zu vermeiden.

• 	Wird das Messgerät für längere Zeit nicht benötigt, muss es einer Korrosionsschutzbehandlung unterzogen werden und an einem Ort 
ohne Kondenswasserbildung gelagert werden.

• 	Bevor das Messgerät nach längerer Lagerung wieder verwendet wird, sind Innenmessgerät und Anzeige auf Genauigkeit und 
korrekte Funktion zu überprüfen. 

• 	Die Leistungsfähigkeit dieses Produkts hängt in starkem Maße von den Einsatz- und Lagerungsbedingungen ab. Es wird empfohlen, 
in Wartungs- und Arbeitsplänen o. Ä. Inspektionsintervalle festzusetzen, bei denen Einsatzhäufigkeit, Umgebungsbedingungen, 
Lagerungsart und weitere Faktoren berücksichtigt werden, und das Produkt regelmäßig zu überprüfen.

• 	Mitutoyo übernimmt keinerlei Garantie, falls ein Dritter Reparaturen am Produkt vornimmt.
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1 1. Klemmeinrichtung
2. Anzeige-Aufnahme
3. Haltegriff
4. Schaft
5. Messkopf
6. Tastbolzen (bewegliche Seite)
7. Zentrierbrücke*
8. Messbolzen (auswechselbar)

*  Modelle mit Messbereichen von 10 mm oder darunter 
haben keine Zentrierbrücke.

Auswechselbarer MessbolzenTastbolzen

R (effektiver Messbereich)

S (Verfahrbereich)Abbildung 1 Abbildung 2

Abbildung 3 Abbildung 4

feste austauschbare
Messbacke

Unterlegscheibe
Mutter

fester auswechselbarer
Messbolzen

Verlängerung

 Unterlegscheibe

Verlängerung Überwurfmutter

fester auswechselbarer
Messbolzen

Unterlegscheibe

6 bis 10 mm
(Modelle mit kleinem Messbereich)

10 bis 35 mm
und alle Sackloch -Modelle

Alle Modelle mit 35 mm oder mehr
(Standardtyp, Typ mit Einbaumessschraube)

Abbildung 5
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Haltemuttern

Seegerringzange oder anderes Werkzeug

1.	 Zwei Stifte mithilfe einer handelsüblichen Seegerringzange in die Öffnung 
der Haltemutter einsetzen.

	 Zulässige Stiftdurchmesser:
ø1 mm bei Modellen mit einem Messbereich von 35 mm oder darunter; 
ø1.5 mm für andere Modelle.

2.	 Die Haltemutter entgegen der Uhrzeigerrichtung drehen.
3.	 Messkopf vorher aus dem Hauptgerät ausbauen.

Bei Messbereichen von über 160 mm enthält der Messkopf eine Kugel 
und eine Feder, die ein Verdrehen der Zentrierbrücke verhindern. Diese 
Teile können beim Ausbauen der Zentrierbrücke herausfallen. Die 
Zentrierbrücke beim Zerlegen langsam und vorsichtig entfernen.

4.	 Bolzen, Zentrierbrücke und andere Teile mit Alkohol oder einem 
anderen geeigneten Lösungsmittel säubern.

	 * Achten Sie darauf, dass keine Teile verloren gehen.

Medidor de orificios Vérificateur d’alésage

六角レンチによる
60~100 mm (2.4~4”)

クランプレバーによる
100 mm (4”) 以上の全機種

本体                    サブアンビル     マイクロメータヘッド

①マイクロメータヘッドを本体から取り外し、

　サブアンビルに取り付けます。

②サブアンビルを本体に取り付けます。

Verwendung eines Innensechskantschlüssels
(Messbereich 60 bis 100 mm)

Hauptgerät                 Verlängerung           Einbaumessschraube

(1)	 Einbaumessschraube von der Haupteinheit entfernen 

und an der Verlängerung anbringen.

(2)	 Die Verlängerung an der Haupteinheit befestigen.       

mit Klemmhebel 
(Messbereich 100 mm oder mehr)

Introducción
Para obtener el mayor rendimiento de este instrumento, primero lea atentamente este manual. Después de leerlo, 
conserve este manual para futuras referencias. Las especificaciones de este producto y la información contenida en 
este manual pueden estar sujeta a cambios sin previo aviso. 
Garantía: En caso de que se compruebe que el medidor de orificios Mitutoyo es defectuoso en su funcionamiento o 
material, hasta el momento en que se cumpla un año desde su adquisición, Mitutoyo se encargará de reparar o 
sustituir el dispositivo, según se opte, sin costo alguno a partir del momento en que se devuelva el dispositivo 
defectuoso. Contacte con su oficina Mitutoyo.

Nota sobre ley de exportación
Usted debe de aceptar no cometer acto que, directa o indirectamente, viole cualquier ley o regulación de Japón o su 
país, o cualquier otro tratado internacional, relacionado con exportación o re-exportación de cualquier producto.

1. Safety Precautions

Indica una situación de peligro potencial que, en caso de no evitarse, podría resultar en daños personales 
menores o daños en la propiedad.

2. Sobre varios tipos de notas
IMPORTANTE
• 	 Una nota importante es un tipo de nota que ofrece la información esencial para la realización de una acción. Para completar la acción 

es imprescindible no ignorar esta nota. 
• 	 Una nota importante es un tipo de precaución que, en caso de no cumplirse, podría resultar en una pérdida de datos, una reducción 

en la precisión o un fallo/mal funcionamiento del instrumento.

NOTA
Una nota resalta o suplementa los puntos importantes del texto principal. También suministra información sobre situaciones específicas 
(por ejemplo: limitaciones de la memoria, configuraciones del equipo o detalles que se aplican en las diferentes versiones del programa).

3. Entornos para la operación
IMPORTANTE
• 	 Utilice este instrumento bajo temperaturas de 0 a 40°C y una humedad relativa entre el 30 y el 70%. 
	 (Temperatura de almacenamiento: -10 a 50°C)
• 	 Evite el uso del instrumento cerca de grandes fluctuaciones de temperatura. 
	 La condensación podría afectar negativamente al rendimiento.
• 	 Utilice este instrumento en lugares con el mínimo polvo, aceite y niebla aceitosa posibles.
• 	 No utilice este instrumento directamente bajo la luz del sol.

4. Precaución en el uso
Tenga en cuenta las siguientes precauciones para evitar fallos o averías del instrumento.

IMPORTANTE
• 	 No golpee el instrumento ni permita que sea golpeado.
• 	 Lleve a cabo una suficiente estabilización térmica del instrumento, un patrón y objeto a medir antes de comenzar la medición. Utilice 

el intrumento en un lugar sujeto a las mínimas fluctuaciones térmicas posibles.
• 	 Asegúrese de que el cabezal y el cilindro exterior estén correctamente asegurados antes de usar.
• 	 No utilice el instrumento colgado del tambor exterior. Si es necesario realizar una calibración periódica o una medición exacta, lleve 

guantes gruesos para minimizar la influencia de la temperatura corporal en la lectura.
• 	 No use ni guarde el instrumento directamente bajo la luz solar o en entornos excesivamente calientes o fríos.
• 	 Después del uso, limpie las arandelas y las varillas intercambiables, etc. y aplíqueles una capa de aceite anticorrosivo. Si estas piezas 

no se limpian suficientemente, podrían reducir la exactitud y la operación de este instrumento.
• 	 Utilice sólo las arandelas/varillas intercambiables, topes de medición auxiliares y otros accesorios suminitrados. No los use con 

otros instrumentos.
• 	 Evite acciones bruscas en el punto de contacto o en la guía. Asegúrese de usar el instrumento dentro de un margen de medición 

específico.
• 	 Si se le cae el producto por un fallo, comprube su precisión y su funcionamiento.

5. Nombles de las piezas 

NOTA
• 	 El indicador podría no ser un accesorio estándar en algunos modelos.
• 	 Para los nombres de las piezas, accesorios y detalles sobre cómo manejar el indicador de carátula y otros indicadores, consulte el 

manual del indicador.

6. Desplazamiento efectivo de la punta de contacto
• 	El intervalo de la punta de contacto (S) y el intervalo de medición efectivo (R) se muestran a continuación (Figura 1).
• 	Considerando el centro del intervalo de medición efectivo (Po) como el punto neutro y la longitud de la varilla de cambio a  Po como el valor 

nominal del medidor de orificios (L). (El valor nominal en la figura 2 se determina por la combinación de la varilla y de la arandela de cambio).
• Se recomienda ajustar el valor medio de todo el margen de tolerancia de la medición a L.
	 Por ejemplo, si la dimensión de la medición es de 100±0.05, ajuste 100 para L. Si la dimensión es de 100.5 +0.02/-0.08, lo ideal es ajustar 104.97 

para L. Sin embargo, la dimensión no puede ajustarse 0,01 mm (0,00004”) de una vez en los modelos sin cabezal micrométrico. Por eso, se 
ajusta 100.5 para L usando conjuntamente la arandela y la varilla de recambio.

Margen de medición del calibrador de orificios Margen del punto de contacto (S) Margen de medición efectivo (R)

6-10 mm ( 0,24 - 0,4 ” ) 0,7 mm ( 0,028 ” ) 0,5 mm ( 0,020 ” )

10-18,5 mm ( 0,4 - 0,73 ” ) 0,8 mm ( 0,032 ” ) 0,6 mm ( 0,024 ” )

18-60 mm ( 0,7 – 2,4 ” ) 1,4 mm ( 0,055 ” ) 1,2 mm ( 0,047 ” )

50-800 mm ( 2 – 31,5 ” ) 1,8 mm ( 0,071 ” ) 1,6 mm ( 0,063 ” )

7. Uso
El medidor de orificios es un instrumento de medición comparativo. Sin embargo, el calibrador no funciona ni rinde como instrumento de medición 
si se usa sólo. Antes de usar este calibrador, ajuste el punto cero usando un indicador de carátula o un indicador digimátic, que funcione como un 
indicador, y en un anillo patrón, micrómetro, bloque patrón, comprobador del punto cero del medidor de orificos u otra herramienta, que funcione 
como patrón de referencia.
7-1. Acoplamiento del indicador
1)	 Afloje el tornillo de fijación dial e introduzca un indicador, por ejemplo un calibrador dial, en el orificio dial.
	 Introduzca despacio el indicador mientras controla la lectura del mismo. 
2)	 Introduzca el indicador al menos 0,3 mm aunque el valor depende de las especificaciones del indicador. Apriete el tornillo de fijación dial para fijar 

el indicador en su sitio. Puede introducir una moneda u otro objeto plano en la ranura del tornillo de fijación del indicador y girar el mismo para 
apretarlo más firmemente.

3)	 Acople la cubierta de protección del indicador dial (opcional en algunos modelos) como se indica en la Figura 3.
4） Si el margen de medición es superior a 160 mm (6,5”), debe cambiarse la dirección de la guía de la unidad principal. Introduzca la guía hasta que 

contacte con el extremo y después gírela 90°. Al soltarla, la guía vuelve a su posición original y es posible realizar la medición. Realice este proced-
imiento en orden inverso al colocar la guía como se muestra en el caso de la figura 4.

NOTA
• 	 No desmonte, introduzca o gire el indicador con la abrazadera dial ajustada. Esto podría dañar el producto o el indicador.
• 	 Si por error se deforma el orificio de introduccuón del indicador de la abrazadera, corríjalo introduciendo un palo de φ8 mm 

(si utiliza el sistema métrico internacional) o un palo de φ9.53 mm (si se utiliza el sistema inglés).
• 	 No utilice el indicador con fuelle de goma. Esto puede provocar averías.

7-2. Ajuste de la dimensión (modificación del margen de medición)
Ajuste la dimensión de la medición acoplando la varilla de recambio, la arandela de recambio o un tope de medición auxiliar adecuado para la dimensión 
de la medición ajustando el cabezal micrométrico (sólo cuando el módelo tiene cabezal micrométrico).
• 	 Ajuste la dimensión acoplando una varilla de recambio, una arandela de recambio o un tope de medición auxiliar.

Seleccione una varilla de recambio u otra pieza consultando el valor nominal del margen de medición en la placa del tope o en el 
cuadro de conversión y en el apartado “6. Desplazamiento efectivo del punto de contacto”. Porque el método para acoplar la varilla de 
recambio u otra pieza difiere dependiendo del modelo, consulte la siguiente figura (figura 5). Si está acoplando varias arandelas de 
recambio y/o topes auxiliares, utilice las mínimas arandelas de recambio o topes auxiliares posibles. Apriete el tornillo o la tuerca del 
soporte y compruebe que están flojos antes de asegurar la varilla intercambiable.

• 	 Ajuste de la dimensión por ajuste del cabezal micométrico 
Ajuste la dimensión para un modelo con cabezal micrométrico ajustando el cabezal micrométrico. Ajuste el cabezal micrométrico después del ajuste.
Existen dos métodos para sujetar la cabeza micrométrica, 
como se muestra en la figura de la derecha.
Utilice el que se adecúe a su modelo. Para eliminar los errores 
producidos por el juego o las vibraciones de los tornillos 
micrométricos, ajuste el cabezal empujando el tambor en la 
dirección de la flecha.
Si no es posible realizar un ajuste adecuado del margen sólo con el cabezal micrométrico, utilice un tope auxiliar como se muestra en la siguiente 
figura.

7-3. Ajuste cero
El indicador de referencia es necesario para el ajuste del punto cero. Esta sección describe un procedimiento norma de ajuste cero.
• 	 Ajuste cero utilizando un indicador anular o un indicador principal de cilindro

Para medir periódicamente durante un largo período de tiempo piezas con las mismas especificaciones (como al comprobar productos fabricados 
en masa), es conveniente tener un anillo principal para el ajuste cero. El procedimiento para este ajuste es el mismo que para el método de med-
ición en sí mismo. Introduzca el calibrador de orificios dentro del anillo principal, balancee vertical u horizontalmente el calibrador de orificios y 
ajuste el punto cero en el punto en el que el indicador lea el valor máximo. (Gire la superficie dial para un indicador dial y realice el preajuste o el 
ajuste a cero para el indicador digimático).

• 	 Ajuste a cerp usando el micrómetro exterior 
Coloque el micrómetro en el soporte de tal forma que lateral del cabezal (lado del husillo) quede hacia abajo. Fije la posición vertical y abra la longitud 
necesaria. Introduzca el calibrador de orificios entre las dos superficies de medición del micrómetro y ajuste el punto cero del indicador al punto donde 
el indicador lee el valor máximo. Se requiere de cierta habilidad para este operación porque no puede usarse la fuerza centrípeta de la guía durante el 
ajuste cero si está utilizando un micrómetro. El ajuste a cero también es posible realizando el mismo procedimiento usando un bloque indicador, un 
patrón de altura o un comprobador del punto cero del calibrador de orificos además del micrómetro exterior.

NOTA
• 	 La presencia de suciedad en el calibrador principal puede conducir a errores de medición. Asegúrese de limpiar el 

patrón antes de realizar el ajuste a cero.
• 	 Asegúrese de que la llave que se adjunta al producto para desmontar o para acoplar la varilla de recambio o el 

cabezal micrométrico (excepto para los modelos donde la varilla de recambio está fija en un lugar con las 
tuercas de soporte).

• 	 Para el ajuste cero utilizando un micrómetro exterior, asegúrese de mantener el micrómetro en posición vertical 
y manténgalo de tal forma que el laterla del husillo quede hacia abajo. Realice esta operación sin fijar el husillo 
micrométrico.

• 	 Siempre realice el ajuste cero después de ajustar la dimensión de la medición y antes de comenzar la medición. 
Incluso al realizar el proceso de medición en serie, realice el ajuste cero antes del proceso de medición siempre 
que sea posible.

7-4. Medición
La medición puede iniciarse una vez que el indicador esté acoplado, la dimensión de la medicióne esté ajustada y se haya completado el ajuste a cero. 
El medidor de orificios puede medir no sólo el diámetro interior de un cilindro si no que también puede medir la distancia entre dos planos paralelos. 
Se necesita de cierta habilidad porque no se puede usar la fuerza centrípeta de la guía, al realizar el ajuste cero cuando se está utilizando un micrómetro 
exterior o en el caso de un modelo sin una guía.
Procedimeinto de medición
1) Introduzca el calibrador de orificios en el objetivo de medición.
2) Balancee el calibrador de orificios vertical o horizontalmente. 
3) Lea el valor máximo del indicador
    (el valor mínimo de la posición del objetivo de medición).

NOTA
• 	 La presencia de suciedad en el objeto a medir puede conducir a errores de medición. Asegúrese de limpiar el objeto a medir antes de 

iniciar la medición.
• 	 No introduzca el calibrador de orificios desde el lateral de la varilla de repuesto. Introdúzcalo siempre desde el punto de contacto/lat-

eral de la guía e introduzca el lateral de la varilla de recambio empujando la guía contra el objetivo de medición. Además, asegúrese 
de no aplicar una fuerza excesiva en el medidor de orificios al introducirlo en el lugar de medición.

8. Sobre la varilla de extensión (Accesorio opcional)
La profundidad de la medición puede extenderse utilzando una varilla de extensión para medir un orificio profundo que no puede medirse con un 
medidor de orificios estándar (sólo en el modelo estándar, modelo de pata corta y en el modelo con cabeza micrométrica).
Procedimiento de acoplamiento de la varilla de extensión
1) Fije el cilindro exterior a la varilla de extensión con la llave 

que se adjunta al producto y desmonte el cabezal girándolo en 
sentido anihorario.

2）Atornille la varilla de extensión al cilindro exterior.
3）Atornille el cabezal a la varilla de extensión.

• 	La postura del usuario podría afectar negativamente a la exactitud si se usa una varilla de extensión. Se 
recomienda mantener la misma postura que tomó al ajustar el punto cero. 

• 	Al usar una varilla de extensión de 500 mm o más larga, realice la medición verticalmente.
• 	Fije despacio y firmemente el cabezal a la varilla de extensión  para que se acoplen los ejes internos.
• 	Apriete la pieza del tornillo para que no se aflojen. Si no se fija adecuadamente, se pueden producir roturas, 

averías, inexactitudes o caídas de la pueda lo que puede causar lesiones.
• 	No utilice varias varillas de extensión.
• 	Tenga en cuenta que la exactitud de la medición podría verse reducida al utilizar una varilla de extensión 

debido a factores como la flexión de la varilla.  

9. Mantenimiento, comprobación, servicio y reparación
• 	Limpie la suciedad exterior con un trapo suave y seco o con un trapo humedecido con detergente o con alcohol. No utilice disolvente 

orgánicos (como diluyente o benceno) para las piezas con resina.
• 	Desmonte periódicamente y limpie la pieza de la punta de contacto para eliminar las suciedades internas como se indica en la 

siguiente figura. Sólo pueden desmontarse los modelos que tienen el tope de guía como se muestra en la sguiente figura. Para estos 
modelos, sumerja la pieza del cabezal en alcohol o en otro disolvente adecuado para limpiarlo. No sumerja otras piezas.

• 	Si desmonta el cabezal del cilindro exterior, apriete correctamente el cabezal mientras mantiene el cilindro exterior con unas pinzas 
para evitar rayaduras, en vez de mantenerlo por la manivela.

• 	Si no se usa el medidor durante un largo período de tiempo, límpielo y aplíquele un tratamiento anticorrosivo y después guárdelo en un 
lugar sin condensación.

• 	Antes de usar el medidor después no haberlo utilizado durante un largo período de tiempo, compruebe la exactitud y el funcionamiento del 
medidor de orificios y del indicador. 

• 	El rendimiento de este producto depende de uso y las condiciones de almacenamiento. Se recomienda estipular una comprobación 
periódica como estándar interno u otro documento en el que se incluya la frecuencia de uso, el entorno, el método de almacenamiento, 
la comprobación periódica del producto y otros elementos.

• 	Mitutoyo no garantiza el rendimiento del producto si una tercera parte lo repara.

PRECAUCIÓN
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1 1.  Abrazadera dial
2.  Soporte dial
3.  Mango
4.  Cilindro
5.  Cabezal
6.  Punta (lado móvil)
7.  Guía
8.  Varilla de recambio (tope)

*  Modelos en los cuales el margen de medición es de 10 mm 
(4”) o inferior no tienen guías.

Varilla de recambioPunto de contacto

R (Margen de medición efectivo)

S (Margen móvil)Figura 1 Figura 2

Figura 3 Figura 4

Varilla de recambio

Arandela
Tuerca

Varilla de recambio

Tope auxiliar

Arandela de recambio

Tope auxiliar Tuerca de soporte

Varilla de recambio

Arandela de recambio

6 a 10 mm（0,24 a 0,4”）
(tipo CG-S pequeño)

10 a 35 mm (0,4 a 1,38” )
y todos los modelos de orificio fino（CGF）

Todos los modelos de 35 mm (1.38” ) o más
(Tipo estándar, tipo de soporte, tipo con cabezal micrométrico)

Figura 5

 

PRECAUCIÓN

1

2

3

Tope de l aguía

Pinzas anulares de sujeción u otra herramienta
(disponible en tiendas)

1.	 Introduzca dos pernos en el orificio del tope de la guía usando unas 
pinzas anulares de sujeción.

	 Diámetro de la clavija aplicable:
φ1 mm para los modelos con un margen de medición de 35 mm o 
menos φ1.5 mm para los otros modelos.

2.	 Gire el tope de la guía en sentido antihorario.
3.	 De la unidad principal se desmontan el punto de contacto la guía y otras 

piezas.
Si el intervalo de medición es superior a 160 mm (6,5”), la unidad 
principal incorpora una bola y un muelle que evitan que la guía 
gire. Estas piezas podrían caer al desmontar la guía. Desmonte la 
guía despacio y cuidadosamente.

4.	 Lave la punta de contacto, la guía u otra pieza con alcohol o con 
otro disolvente adecuado.

*Tenga cuidado de no perder ninguna pieza.

Usando una llave Allen
60 a 100 mm (2,4 a 4”)

Unidad principal             Tope auxiliar            Cabeza micométrica

(1)	 Desmonte el cabezal micrométrico de la unidad principal 

y acople el tope auxiliar.

(2)	 Acople el tope auxiliar a la unidad principal.

Usando una palanca de fijación
Todos los modelos de 100 mm (4”) o más

Introduction
Pour utiliser cet instrument du mieux possible, lisez tout d’abord le présent manuel. Après sa lecture, conservez-le 
pour plus tard comme référence. Les spécifications des produits et les informations du présent manuel sont sujets à 
modification sans préavis.
Garantie: En cas de défaut de fabrication ou de dysfonctionnement imputable à un composant défectueux de votre 
appareil de mesure d’alésage Mitutoyo, apparu dans l’année suivant la date d’achat initiale de cet appareil, Mitutoyo 
s’engage à réparer ou, à sa convenance, à remplacer gratuitement le système défectueux, hors frais de retour à ses 
ateliers. Veuillez contacter votre bureau Mitutoyo.

Notes sur les règles d’export
Vous devez accepter de ne pas commettre d’action qui directement ou indirectement, violerait les lois et règlements du 
Japon ou de votre pays, ou de tout autre traité international, relatif aux exports ou re-export de n’importe quel produit.

1. Consignes de sécurité

Ce symbole indique une situation potentiellement dangereuse qui peut entraîner des blessures mineures ou 
légères ou bien des dommages matériels.

2. A propos des différents types de remarques
IMPORTANT
• 	 Ces remarques fournissent des informations essentielles pour l’exécution correcte des tâches. Vous devez impérativement tenir 

compte de ces informations pour exécuter l’opération concernée dans son intégralité. 
• 	 Le non-respect des indications contenues dans ce type de remarques peut entraîner la perte de données, l’altération de la 

précision des mesures, des dysfonctionnements ou une panne de l’appareil.

REMARQUE
Ces remarques soulignent ou complètent certains points essentiels du manuel. Elles donnent également des informations sur des situations 
spécifiques (par ex limitations de mémoire, configurations d’équipement ou détails s’appliquant à des versions spécifiques d’un programme).

3. Environnements de fonctionnement
IMPORTANT
• 	 Utilisez l’instrument à des températures comprises entre 0 et 40°C et une humidité relative comprise entre 30 et 70%. 
	 (Température de stockage: -10 à 50℃ )
• 	 Evitez d’utiliser l’instrument sur un site soumis à des fluctuations de température importantes. La condensation peut affecter les 

performances.
• 	 Utilisez l’instrument sur des sites présentant une quantité minimum de poussières, d’huile et d’embruns d’huile.
• 	 N’utilisez pas l’instrument exposé directement aux rayons du soleil.

4. Précautions d’utilisation
Respectez les précautions suivantes pour éviter une défaillance ou un dysfonctionnement de l’instrument.

IMPORTANT
• 	 Ne donnez pas de coût sur l’instrument et évitez qu’il ne soit cogné.
• 	 Effectuez une stabilisation thermique de l’instrument suffisante, un appareil de mesure maître et un objet à mesurer avant de 

commencer la mesure. Utilisez l’instrument sur un site sujet à des fluctuations thermiques aussi faibles que possible.
• 	 S’assurez que la tête et la touche fixe sont bien fixés avant de les utiliser.
• 	 N’utilisez pas l’instrument si vous le tenez par le corps. Si le calibrage périodique ou une mesure de précision est nécessaire, portez 

des gants épais pour minimiser l’influence de votre température corporelle.
• 	 N’utilisez ni ne conservez l’instrument exposé directement aux rayons du soleil ou dans un environnement excessivement chaud ou froid.
• 	 Après utilisation, nettoyez la tige/rondelle interchangeable, etc. et appliquez une couche d’huile anticorrosive. Si ces pièces ne sont pas 

suffisamment nettoyées, cela peut dégrader la précision et le fonctionnement de cet instrument.
• 	 N’utilisez que la tige/rondelle interchangeable, les pieds de mesure auxiliaires et les autres accessoires fournis. Ne les utilisez pas 

avec d’autres instruments.
• 	 Evitez toute manipulation brutale du point de contact ou guide. Assurez-vous d’utiliser l’instrument dans la plage de mesure spécifiée.
• 	 Si ce produit tombe, contrôlez son fonctionnement et sa précision.

5. Nom des pièces 

REMARQUE
• 	 Le comparateur peut ne pas être un accessoire standard sur certains modèles.
• 	 Pour le nom des pièces, accessoires, et détails concernant la manipulation du comparateur à cadran et autres comparateurs, 

reportez-vous au manuel des comparateurs.

6. Déplacement effectif du point de contact
• 	La plage du point de contact (S) et la plage de mesure effective (R) sont indiquées ci-dessous (figure 1).
• Prenez en considération le centre de la plage de mesure effective (Po), le point neutre et la longueur entre la touche adéquate et Po, la valeur nominale 

de l’appareil de mesure d’alésage (L). (La valeur nominale dans la figure 2 est déterminée par la combinaison de la touche  et de la rondelle de 
remplacement.)

• 	Il est recommandé de régler la valeur de la plage de tolérance de mesure totale sur L.
	 Par exemple, si la dimension de mesure est de 100±0.05, réglez 100 pour L. Si la dimension est de 100,5 +0.02/-0.08, la valeur idéale pour L est de 

104,97. Cependant, la dimension ne peut pas être réglée à 0,01 mm (0,00004”) sur les modèles sans tête de micromètre. Réglez donc L sur 
100,5 en utilisant ensemble la rondelle et la touche adéquate.

Plage de mesure du vérificateur d’alésage Plage de point de contact (S) Plage de mesure effective (R)

6 - 10 mm (0,24 - 0,4 ”) 0,7 mm (0,028 ”) 0,5 mm (0,020 ”)

10 - 18,5 mm (0,4 - 0,73 ”) 0,8 mm (0,032 ”) 0,6 mm (0,024 ”)

18 - 60 mm (0,7 – 2,4 ”) 1,4 mm (0,055 ”) 1,2 mm (0,047 ”)

50 - 800 mm (2 – 31,5 ”) 1,8 mm (0,071 ”) 1,6 mm (0,063 ”)

7. Utilisation
L’appareil de mesure d’alésage est un instrument de mesure comparatif. Cependant, il ne peut pas fonctionner ou effectuer une mesure s’il est utilisé 
seul. Avant d’utiliser ce comparateur, réglez le point zéro en utilisant un comparateur mécanique ou digimatic, et une bague, un micromètre, une cale 
étalon, un appareil à régler les vérificateurs d’alésage.
7-1. Montage de l’indicateur
1)	 Desserrez la vis de serrage du comparateur et insérez un comparateur dans le logement.
	 Insérez lentement le comparateur tout en surveillant son affichage. 
2)	 Insérez le comparateur d’au moins 0,3 mm, bien que cette valeur dépende des spécifications du comparateur. Serrez la vis de serrage pour bloquer le 

comparateur. Une pièce de monnaie ou autre élément plat peut être inséré dans la rainure de la vis de serrage à cadran et être tourné pour mieux serrer la vis.
3)	 Fixez le couvercle de protection du comparateur (en option sur certains modèles) (Figure 3).
4） Si la plage de mesure est de plus de 160 mm (6,5”), la direction du guide de l’unité principale doit être changée. Insérez le guide jusqu’à son contact 

de l’extrémité puis tournez-le dans le sens horaire à 90°. Lorsqu’il est relâché, le guide retourne en position d’origine et la mesure est possible. Ef-
fectuez cette procédure dans le sens inverse lors du placement du guide (Figure 4).

REMARQUE
• 	 Ne retirez, n’insérez ni ne tournez le comparateur lorsque le dispositif de maintien  est serré. Cela pourrait endommager le produit ou 

l’indicateur.
• 	 Si le trou d’insertion du comparateur est déformé, corrigez-le en insérant une tige de φ8mm (pour les spécifications en millimètres) 

ou de φ9,53 mm (pour les spécifications en pouces).
• 	 N’utilisez pas un comparateur avec des soufflets en caoutchouc. Cela pourrait provoquer des dysfonctionnements.

7-2. Réglages de dimension (modification de la plage de mesure)
Réglez la dimension de mesure en fixant la touche et la rondelle adéquate, ou la rallonge auxiliaire adapté pour la dimension de mesure et en ajustant la 
tête de micromètre (uniquement lorsque le modèle en possède une).
• 	 Réglage de la dimension en fixant la touche et la rondelle adéquate, ou la rallonge auxiliaire

Sélectionnez la touche adéquate ou une autre pièce en vous référant à la valeur nominale du tableau au point N°6. Déplacement effectif 
du point de contact. Puisque la méthode de fixation de la touche adéquate ou autre pièce diffère en fonction du modèle, reportez-vous à 
la figure ci-dessous (Figure 5). Si vous fixez plusieurs rondelles et/ou rallonges auxiliaires, utilisez-en aussi peu que possible. Serrez 
la vis ou l’écrou de soutien et vérifiez le jeu avant d’attacher la touche interchangeable.

• 	 Réglage de la dimension en réglant la tête de micromètre 
Réglez la dimension pour un modèle avec une tête de micromètre en réglant la tête de micromètre. Serrez la tête de micromètre après le réglage.
Il existe deux méthodes de serrage de la tête du micromètre 
comme indiqué sur la figure de droite.
Utilisez celle qui est adaptée à votre modèle.
Pour éliminer les erreurs dues au jeu, serrez la tête en 
poussant le tambour dans la direction de la flèche.
S’il n’est pas possible d’ajuster suffisamment la plage en utilisant uniquement la tête du micromètre, utilisez la rallonge auxiliaire comme indiqué 
dans la figure ci-dessous.

7-3. Ajustement du zéro
L’appareil de mesure de référence est nécessaire pour le réglage à zéro. Ce chapitre décrit la procédure de réglage du zéro.
• 	 Réglage du zéro à l’aide d’une bague

Pour mesurer périodiquement et pendant longtemps les pièces avec les mêmes spécifications (par exemple pour la vérification des produits 
fabriqués en masse), il est pratique d’avoir une bague pour le réglage du zéro. La procédure pour ce réglage est la même que la méthode de 
mesure actuelle. Insérez l’appareil de mesure d’alésage dans la bague, faites-le pivoter horizontalement ou verticalement et réglez le point zéro là 
où le comparateur affiche la valeur maximale. (Faites tourner le cadran du comparateur mécanique et effectuez le préréglage ou le réglage du zéro 
pour un comparateur digimatic.)

• 	 Réglage du zéro avec un micromètre extérieur 
Placez le micromètre sur un support, de sorte que le côté du vernier (côté broche) soit vers le bas. Placez-le en position verticale et réglez le 
micromètre à la dimension désirée. Insérez l’appareil de mesure d’alésage entre les deux surfaces de mesure du micromètre et placez le point zéro du 
comparateur là où le comparateur affiche la valeur maximale. Une certaine habileté est nécessaire pour cette opération car la force du guide ne peut 
pas être utilisée lors du réglage du zéro avec le micromètre. Le réglage du zéro est également possible en effectuant la même procédure avec une cale 
étalon ou un appareil à régler les vérificateurs d’alésage.

REMARQUE
• 	 La saleté de l’étalon peut entraîner des erreurs de mesure. Veillez à nettoyer l’étalon avant de réaliser le réglage à 

zéro.
• 	 Assurez-vous d’utiliser la clé fournie avec le produit pour retirer ou fixer la touche ou la tête du micromètre (sauf 

pour les modèles pour lesquels la touche est fixée avec des écrous de maintien).
• 	 Pour le réglage du zéro avec le micromètre extérieur, assurez-vous de le maintenir en position verticale et de 

sorte que le côté de la broche soit vers le bas. Effectuez cette tâche sans serrer la broche du micromètre.
• 	 Effectuez toujours le réglage à zéro après avoir réglé la dimension de mesure et avant le début de la mesure. 

Même lors de l’exécution des processus de mesure en série, effectuez le réglage du zéro avant chaque processus 
de mesure si possible.

7-4. Mesure
La mesure peut être démarrée une fois le comparateur positionné, la capacité de mesure réglée et le réglage du zéro effectué. Le vérificateur d’alésage 
mesure non seulement le diamètre interne du cylindre mais également la distance entre deux plans parallèles. Une certaine habileté est nécessaire car la 
force du guide ne peut pas être utilisée lors du réglage du zéro avec le micromètre extérieur ou avec un modèle sans guide.
Procédure de mesure
1) Insérez l’appareil de mesure de l’alésage dans l’alésage.
2) Faites pivoter verticalement ou horizontalement le vérificateur d’alésage. 
3) Lisez la valeur maximum du comparateur
    (valeur minimum de la pièce à contrôler).

REMARQUE
• 	 La saleté sur l’objet à mesurer peut entraîner des erreurs de mesure. Veillez à nettoyer l’objet à mesurer avant de démarrer la 

mesure.	
• 	 N’insérez pas le vérificateur d’alésage depuis le côté de la  touche fixe. Insérez-le toujours du côté de la touche mobile et du guide 

puis insérez le côté de la  touche fixe tout en poussant le guide contre la pièce à contrôler. Veillez également à ne pas appliquer de 
force excessive sur l’appareil de mesure d’alésage lors de son insertion dans l’alésage.

8.  Tige d’extension (accessoire en option)
La profondeur de mesure peut être étendue avec une tige d’extension pour mesurer un trou profond ne pouvant pas être mesuré avec le vérificateur d’alésage 
standard (uniquement dans le modèle standard, court et avec tête de micromètre).
Procédure de fixation de la tige d’extension
1) Séparez le corps et la tête de mesure en utilisant la clé fournie 

avec le produit et retirez la tête en la tournant dans le sens anti 
horaire.

2) Vissez la tige d’extension dans le corps.
3) Vissez la tête dans la tige d’extension.

• 	La position de l’utilisateur peut affecter la précision lorsque la tige d’extension est utilisée. Il est recommandé de 
rester dans la même position que lors du réglage au point zéro. 

• 	Lors de l’utilisation d’une rallonge d’une longueur de 500 mm ou plus, effectuez la mesure verticalement.
• 	Serrez lentement et fermement la tête sur la tige d’extension de sorte de bien mettre en contact les axes de 

transmission.
• 	Serrez la vis de sorte qu’elle ne se desserre pas. En cas de fixation lâche, des imprécisions, dysfonctionnements ou 

chutes de pièces peuvent se produire, provoquant des blessures.
• 	N’utilisez pas plusieurs tiges d’extension bout à bout.
• 	Remarquez que la précision de la mesure lors de l’utilisation d’une rallonge peut être dégradée à cause de facteurs tels que 

la déflexion de la tige. 

9. Maintenance, contrôle, entretien et réparation
• 	Nettoyez les taches extérieures avec un chiffon doux et sec ou imbibé d’un détergent neutre ou d’alcool.
	 N’utilisez pas de solvant organique (tels que des diluants ou du benzène) pour les pièces en résine.
• 	Démontez et nettoyez périodiquement la touche mobile pour retirer les taches internes en vous reportant à la figure ci-dessous. 

Seuls les modèles ayant une butée de guide comme indiqué dans la figure ci-dessous peuvent être démontés. Pour ces modèles, 
plongez la tête dans de l’alcool ou un autre solvant approprié pour la nettoyer. Ne le faites pas pour les autres pièces.

• 	Si vous avez retiré la tête de la touche fixe, serrez bien la tête en maintenez la touche fixe avec une pince avec des becs protégés, au 
lieu de le maintenir par la poignée. Ainsi des rayures seront évitées.

• 	Si l’appareil de mesure n’est pas utilisé pendant une longue durée, nettoyez-le et appliquez un traitement anticorrosif puis entreposez-le 
dans un lieu exempt de condensation.

• 	Avant d’utiliser l’appareil de mesure après une longue période, contrôlez la précision et le fonctionnement de l’appareil de mesure 
d’alésage et de l’indicateur.

• 	La performance de ce produit dépend en grande partie de son utilisation et des conditions de stockage. Il est recommandé de mettre 
en place des intervalles de vérification dans vos documents en fonction de la fréquence d’utilisation, de l’environnement, de la 
méthode de stockage et autres éléments et de contrôlez régulièrement le produit.

• 	Mitutoyo ne garantit pas les performances en cas de réparation du produit par un tiers.

ATTENTION
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1 1. Bride de fixation
2. Logement du comparateur
3. Poignée
4. Corps
5. Tête
6. Touche mobile
7. Guide
8. Touche fixe

*  Les modèles pour lesquels la plage de mesure est de 
10 mm (0,4”) ou moins ne possèdent pas de guide.

Touche adéquatePoint de contact

R (Plage de mesure effective)

S (Plage mobile)
Figure 1 Figure 2

Figure 3 Figure 4

Touche

Rondelle
Ecrou

Touche

Rallonge

Rondelle

Rallonge
Ecrou

Touche

Rondelle

6 à 10 mm (0,24 à 0,4” )
(petit type CG-S)

10 à 35 mm (0,4 à 1,38” )
et tous les modèles à trou fin (CGF)

Tous les modèles de 35 mm (1,38” ) ou plus
(type standard, type de support, type avec tête de micromètre)

Figure 5

 

ATTENTION

1

2

3

Ecrou guidage

Pince à serre-clips ou autre outil
(disponible dans le commerce)

1.	 Insérez les deux broches dans les trous d’écrou de guidage en utilisant 
des une pince à serre-clips que l’on trouve dans le commerce.

	 Diamètre de broche applicable:
φ1 mm pour les modèles avec une plage de mesure de 35 mm ou moins
φ1.5 mm pour les autres modèles.

2.	 Tournez l’écrou de guidage dans le sens inverse des aiguilles d’une 
montre.

3.	 La touche mobile, le guide et autres pièces sont retirés de l’unité principale.
Si la plage de mesure est de plus de 160 mm (6,5”), l’unité principale 
possède une bille et un ressort empêchant le guide de tourner. Ils 
peuvent tomber lorsque le guide est retiré. Retirez lentement le guide lors 
du démontage.

4.	 Nettoyez la touche mobile, le guide ou autre pièce avec de l’alcool 
ou un autre solvant adapté.

	 * Veillez à ne pas perdre de pièces.

Avec une clé Allen
60 à 100 mm (2,4 à 4”)

Unité principale                  Rallonge                Tête de micromètre

(1)	 Retirez la tête du micromètre de l’unité principale et fixez-la 

sur la rallonge auxiliaire.

(2)	 Fixez la rallonge auxiliaire sur l’unité principale.

Avec un levier de serrage
Tous les modèles de 100 mm (4”) ou plus

D E F
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Bore Gage Alesametro 缸徑規 / Bore Gage

前言
使用前請務必閱讀此說明書，正確地進行操作。另外，閱讀本說明書後，請妥善保管。對於本產品的規格及本說明書，將

來可能會未事先通知而進行更改。如果在購買後的 1年內由於本公司的原因發生產品的故障，可以進行無償修理，請與銷

售店或本公司的辦事處聯系。

有關出口管制的注意事項
本商品之客戶，應同意并遵守不得直接或者間接違反日本或客戶方國家的法律，以及任何有關商品出口、再出口的其他國

際協定的行為約定。

1.安全方面的注意事項

此圖表示如果無視於此圖形標記 ,錯誤的操作 ,有可能導致人身受傷以及損壞設備。

2.關於各種注意事項

重要
• 對完成目標所必需的信息進行的注釋。
• 提示如不遵守該指示，則有可能損害本產品的性能亦或有可能給維護機器運轉帶來困難。

註記
對本文中的重點，提出特別的強調、提示需要補充的信息或者關於特殊操作的注意事項。

3.使用環境

重要
• 請在溫度為 0∼ 40℃，濕度為 30∼ 70％的環境下使用。（保存溫度為 – 10∼ 50℃）
• 請避免急劇的溫度變化。發生冷凝時，會對儀器的性能造成惡劣的影響。
• 請在灰塵、油或油霧較少的場所使用。
• 請在無日光直射的場所使用。

4.使用時的注意事項
請注意以下的行為、狀況是造成本產品發生故障、錯誤動作、及精確度不良的原因。

重要
•  請勿讓本產品受到衝擊，或對其使用時施加過大的力量。
•  請在溫度變化不大的場所使用。要讓本產品、基準器及測量對象完全適應溫度後進行零點調整設置，然後進行測量。
•  使用時請確認檢測頭部和外筒沒有鬆弛。
•  請勿握住外筒部進行操作。進行定期校正或者精密的測量時，為了減少體溫對指示值的影響，請戴上厚的手套。
• 請勿在日光直射的場所、特別熱或特別冷的場所使用或保存。
•  使用完之後，要進行本體、替換桿、墊圈等的清潔及防鏽處理。 若未確實清潔，可能導致機器的準確度降低或動作不順暢。
•  替換桿、墊圈、輔助砧僅使用於附件，請勿與其它機型一起使用。
•  請勿對測砧及指示器進行急劇的動作，必須在指定的測量範圍內進行操作。
•  不小心造成本產品掉落時，請確認其精度及運轉情況。

5.各個零件的名稱 

注釋
•  有的機型指示器不屬於標準附件。
•  使用千分表等指示器的各部分名稱及附件時，請參考所使用的指示器的使用說明書。

6. 測砧的有效移動量
•  測砧的可動範圍 S及有效測量範圍 R分別如下 (圖 1)所示。

•  以有效測量範圍的中心 Po為中間點，從替換桿到 Po為止的長度為圓柱測量儀的呼叫尺寸 L。(圖 2，呼叫尺寸用替換

桿與更換墊圈的組合設置 )

• 建議將要測量的全公差範圍的中間值設置為 L。

 例如，測量尺寸為 100±0.05時，將 100設置為 L。另外，如 100.5 +0.02/-0.08 的情況時雖然將 104.97設置為 L比較理想，

但是帶千分尺測頭的機型以外的情況下，不能調整以 0.01 mm( .00004 ”)為單位的尺寸，因此用替換桿與更換墊圈的

組合將 100.5設置為 L。

缸徑規的測量範圍 測砧的可動範圍 (S) 有效測量範圍 (R)
6-10 mm (.24 - .4”) 0.7 mm (.028”) 0.5 mm (.020”)

10-18.5 mm (.4 - .73”) 0.8 mm (.032”) 0.6 mm (.024”)

18-60 mm (.7 – 2.4”) 1.4 mm (.055”) 1.2 mm (.047”)

50-800 mm (2 – 31.5”) 1.8 mm (.071”) 1.6 mm (.063”)

7.使用方法
缸徑規是比較測量儀器。本身不能發揮作為測量儀的功能及性能。使用時，必須使用作為指示器的千分表或數位式指示器、

以及作為基準器的設置環、千分尺、塊規、缸徑規零點檢測儀等進行歸零設置。

7-1. 安裝指示器

1) 鬆開可調節固定器，將千分表等指示器插入調節支架。

 插入指示器時，請一邊確認指示器中的指示值一邊緩緩插入。

2) 根據指示器的規格，至少要在按壓入 0.3 mm的狀態下插入，擰緊固定器的螺釘以固定指示器。在可調節固定器的螺

絲溝槽中插入硬幣並旋轉，即可加以鎖緊固定。

3) 需要時要安裝千分表的保護蓋 (部分為選項 )。(圖 3)

4） 對於測量範圍超過 160 mm (6.5”)的主機的指示盤，必須切換指示盤的方向。將指示盤輕輕地按到盡頭，從該處向順

時針方向旋轉 90度。放開手後，指示盤又恢復到原來的位置，變為可測量的狀態。要將其收藏起來時，按與以上相

反的步驟進行。(圖 4)

注釋
•  在固定器處於擰緊的狀態下，請勿強行拔出或旋轉指示器，否則可能會損壞本產品或指示器。
•  固定器的指示器插入孔發生變形時，請插入毫米規格為φ8 mm 、英寸規格為φ9.53 mm的棒以進行矯正。
•  請勿使用帶橡膠皮腔的指示器，可能會導致操作不良。

7-2. 設置尺寸 (測量範圍的變更 )

根據測量尺寸安裝替換桿、替換墊圈、子軸，或者根據千分尺 (僅限於帶千分尺測頭機型 )的調整進行測量尺寸的設置。

•  根據替換桿、替換墊圈、輔助砧設置尺寸

參考軸板或者換算表、所記載的測量範圍的呼叫值及 6．測砧的有效移動量的說明，進行替換桿的選擇。由於替換

桿的安裝方法依機型而不同，請參照下圖 (圖 5)進行。安裝多個替換桿、輔助砧時，請分別按照各自的最小個數進

行安裝。固定替換桿時，請確實栓緊螺釘部分與支撐螺母，並確認沒有鬆弛後再行使用。

•  根據千分尺測頭設置尺寸 

帶千分尺測頭的機型根據千分尺測頭進行設置。設置結束後請固定千分尺測頭。

固定千分尺測頭的方法依機型如右圖所示的 2種

方法。

為了防止由於千分尺的螺釘鬆弛，請向箭頭方向

按住微分筒後固定。

千分尺調整範圍不足時，請按下圖所示的方法使用輔助砧。

7-3. 零點設置

調整零點時需要基準器。在此對通常的零點調整的方法進行說明。

•  以設置環、缸徑規進行零點調整

在量產產品的檢查等中，長期對同一規格的工件進行定期測量時，準備一個零點調整用的標準規比較便利。此時的測量

方法與實際的測量方法相同，將缸徑規插入標準規，前後或上下搖動缸徑規，當指示器的指示值到最大時將其調整為零點。

(當指示器為千分表時，請旋轉刻度板；當指示器為數位式指示器時，請進行預設或調零設置。)

•  以外徑千分尺進行零點調整 

將千分尺的頭部一側 (軸側 )朝下縱向進行固定，打開需要的長度。從千分尺的 2個測量面之間插入缸徑規，當指示器

的指示值到最大時將其對準指示器的零點。以千分尺進行零點調整時，由於根據指示盤的向心作用不容易控制，需要熟

練的技巧。外徑千分尺以外，塊規、高度規、缸徑規零點檢測儀等也可以用同樣的方法進行零點調整。

注釋
•  基準器的髒污是產生測量誤差的主要原因，在歸零調整之前請確實清潔。
•  裝卸替換桿及千分尺測頭時，請務必使用附帶的扳手。
 (用支撐螺母固定的替換桿除外 )
•  以外徑千分尺進行零點調整時，請務必豎立千分尺，並保持軸側朝下。
 另外，請勿固定千分尺的軸進行操作。
•  設置測量尺寸之後獲開始測量之前請務必進行零點調整。
 連續進行測量時，每次測量前也盡量都進行調整。

7-4. 測量

進行指示器的安裝、測量尺寸的設置及零點調整後就可以進行測量。缸徑規除了測量圓柱內徑外還可以測量 2個平行平面

之間的距離，此時如果以外徑千分尺進行零點調整，与無指示盤的機型相同，指示盤的向心作用不容易控制，需要熟練的

技巧。

測量步驟

1) 將缸徑規插入測量對象。

2) 上下左右搖動缸徑規。

3) 讀取指示器的最大值 (測量對象的最小值 )。

注釋
•  被測量物的髒污是產生測量誤差的主要原因，在測量之前請確實清潔。
•  請勿從替換桿側插入缸徑規，必須從測頭、指示盤一側插入，一邊朝測量對象按住指示盤一邊插入到替換桿側。另外，
請留意勿對缸徑規施加外力衝擊。

8. 關於延長桿 (特別附件 )
進行用標準的缸徑規無法測量的深孔的測量時，使用延長桿可以延長測量深度。(僅限於標準型、短腳型、帶千分尺測頭

的機型 )

延長桿的安裝方法

1) 用延長桿所附帶的扳手固定外筒，按逆時針方向

旋轉測頭，然後取下。

2）將延長桿擰進外筒。

3）將測頭擰進延長桿。

•  使用延長桿時，根據使用姿勢可能會影響測量精度。建議在進行零點調整時採用與使用姿勢相同的姿勢。
•  若連接 500mm以上的延長桿時，請在垂直狀態下使用。
•  擰進時要使延長桿內部的旋轉軸之間互相連結。
•  要確保螺釘部分固定確實。如果固定得不夠確實，會導致儀器損損、精度不良，或者零件脫落從而造成
人員受傷等事件的發生。

•  請勿連接 2個以上的延長桿。
•  連接延長桿後，有可能因為彎曲度之影響而導致準確度有所變化，請務必留意。

9.維護檢查 /修理

•  外部的污漬請用乾的軟布沾一點中性清潔劑或酒精擦拭。
 對樹脂部件請勿使用有機溶劑 (稀釋劑，揮發油等 )。
•  對於內部的污漬請參考下圖，定期拆下測頭進行清潔。可拆卸的機型僅限於下圖所示的有指示盤停止裝置的機型，其它
的機型不可拆卸。對這些機型，僅測頭部分可以用酒精等進行清潔。

• 由外筒取下檢測頭部後再度進行安裝時，請勿直接抓取握把，應該使用不易損傷外筒的鉗子固定住外筒，以將頭部確實
栓緊。

•  長期不使用時，請進行清潔及防鏽處理後保存在不易冷凝的場所。
•  長期不使用時，請檢查缸徑規及指示器的精度及運行情況。
• 本產品的性能受使用狀況及保存狀態的影響很大。在考慮客戶的使用頻率、環境、保存方法的基礎上，建議確定公司內
部標準的週期，定期進行檢查。

• 在本公司以外進行修理時，本公司對儀器性能不做任何保證。

注意
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1 1. 可調節固定器
2. 調節支架
3. 握把
4. 外筒
5. 頭部
6. 測砧 (可動側 )
7. 指示盤
8. 替換桿 (軸 )

*  測量範圍為到 10 mm(.4 ”)為止的機型沒有
指示器。

替換桿測砧

R ( 有效測量範圍 )

S ( 可動範圍 )圖 1 圖 2

圖 3 圖 4

替換桿

墊圈
螺母

替換桿

輔助砧

替換墊圈

輔助砧 支撐螺母

替換桿

替換墊圈

6至 10 mm（.24~.4”）
(小徑 CG-S型 )

10至 35 mm（.4~.1.38”）
及淺孔型 (CGF)全機型

35 mm（1.38”）以上的全部機型
（標準型、短腳型、帶千分尺測頭型）

圖 5

 

注意

1

2

3

指示盤停止裝置

鉗子等 ( 另行購買 )

1. 用另行購買的鉗子等的 2個針頭插入指示盤停止裝置的

孔中。

 可用的針頭直徑：

測量範圍為 35 mm以下的機型是φ1 mm ，其它的是

φ1.5 mm。

2. 逆時針旋轉指示盤停止裝置。

3. 將測頭及指示盤從主機取下。

測量範圍超過 160 mm(6.5”)的本體中內置有鋼球與彈

簧，拆卸指示盤時可能會跳出去，拆卸時請注意。

4. 測頭及指示盤請用酒精等清洗。

 ※ 注意請勿遺失零件。

用六角扳手

60~100 mm (2.4~4”)
用固定手柄

100 mm (4”) 以上的全部機型

主機                    輔助砧                千分尺測頭

(1) 從主機拆下千分尺測頭，安裝輔助砧。

(2) 將輔助砧安裝到主機上。

실린더 게이지 / Bore Gage

처음
사용하시기 전에 반드시 본 취급설명서를 읽으신 후 , 올바르게 사용해 주십시오 . 또한 , 본 매뉴얼은 읽으신 후 언제라도 
볼 수 있는 곳에 잘 보관해 주십시오 . 본 제품의 사양 및 본 매뉴얼의 내용은 향후 예고없이 변경될 수 있습니다 . 만일 폐
사의 제조 및 판매에 기인하는 문제가 구입하신 후 1년 이내에 발생한 경우에는 무상으로 수리해 드리므로 구입하신 판매
점이나 영업소로 연락해 주십시오 .

해외 이전에 관한 주의
본 제품은 대외무역법의 규제 대상품입니다 .

본 제품 또는 관련 기술을 해외 이전할 경우에는 사전에 폐사에 상담해 주십시오 .

1. 안전상의 주의

이 표시를 무시하고 잘못 취급하면 상해를 입을 가능성 및 물적 손해가 발생할 수 있음을 나타내고 있습
니다 .

2. 각종 주의에 대해서
중요
• 목적을 달성하기 위해 필요한 정보를 나타내는 주기입니다 .
• 이 지시에 따르지 않을 경우 , 본 제품의 성능을 저하시킬 가능성 또는 유지하는 것이 곤란하게 될 가능성이 있음을 나타냅
니다 .

주기
본문의 중요한 점으로 특히 강조 또는 보충해야 할 정보나 특정 조작에 관해서 유의하셔야 할 사항이 있음을 나타냅니다 .

3. 사용 환경

중요
• 온도 0∼ 40℃ , 습도 30∼ 70％의 환경에서 사용해 주십시오 .(보관 온도 – 10∼ 50℃）
• 급격한 온도변화를 피해 주십시오 . 결로로 성능에 악영향을 미치는 경우가 있습니다 .
• 먼지나 기름 , 오일 분진이 적은 장소에서 사용해 주십시오 . 
• 직사광선이 닿지 않는 장소에서 사용해 주십시오 .

4. 사용상의 주의
아래와 같은 행위 , 상황은 본 제품의 고장 , 오작동 , 정밀도 불량의 원인이 됩니다 . 주의해 주십시오 .

중요
•  본 제품에 충격이나 과도한 힘을 가하지 마십시오 .
•  온도 변동이 적은 장소에서 사용해 주십시오 . 본 제품과 기준기 및 측정 대상은 충분히 주변 온도에 적응시킨 후 영점 조
정 및 측정을 해 주십시오 .

•  사용 시에는 헤드와 외통이 풀리지 않았는지 확인해 주십시오 .
•  본체를 잡고 조작하지 마십시오 . 정기 교정 또는 정밀한 측정이 요구되는 경우에는 체온으로 인한 지시치의 영향을 적게 
하기 위해서 두꺼운 장갑을 착용해 주십시오 .

• 직사광선이 닿는 장소 , 극단적으로 더운 곳이나 추운 곳에서의 사용 및 보관은 피해 주십시오 .
•  사용 후에는 본체 , 교체용 로드 , 워셔 등의 청소 및 방청 등의 조치를 해 주십시오 .  청소가 불충분하면 정밀도와 작동이 
나빠질 수 있습니다 .

•  교체용 로드 , 워셔 , 서브 앤빌 등은 부속된 것만 사용하고 타기종과 함께 사용하는 것은 피해 주십시오 .
•  측정자나 가이드의 급격한 작동은 피하고 반드시 정해진 측정 범위 내에서 사용해 주십시오 .
•  잘못해서 본 제품을 낙하시킨 경우에는 정밀도 및 작동을 확인해 주십시오 .

5. 각부의 명칭 

주기
•  지시기는 표준으로 들어 있지 않는 기종도 있습니다 .
•  다이얼 게이지 등 지시기의 각부 명칭이나 부속품 , 취급에 대해서는 사용하시는 지시기의 취급설명서를 참조해 주십
시오 .

6. 측정자의 유효 이동량
• 측정자의 이동 범위 S와 유효 측정 범위 R은 각각 하기（그림 1）와 같습니다 .
•  유효 측정 범위의 중심 Po를 뉴트럴 포인트로 해서 교체용 로드로부터 Po까지의 길이를 실린더 게이지의 호칭 치수 L
로 합니다 .（그림 2, 호칭 치수는 교체용 로드와 교체용 워셔의 조합으로 설정합니다 .）

•  측정되는 전 공차 범위의 중앙값을 L로 설정하실 것을 권장합니다 .
 예를 들면 측정 치수가 100± 0.05 인 경우에는 100을 L로 설정합니다 . 또한 , 100.5 +0.02/-0.08  과 같은 경우에는 104.97
을 L로 설정하는 것이 이상적이지만 , 마이크로미터 헤드 부착 기종 이외에서는 0.01 mm（ .00004 ” ） 단위로의 치
수 조정은 불가능 하기 때문에 교체 워셔와 교체용 로드의 병용으로 100.5를 L로 설정해서 사용합니다 .

실린더 게이지의 측정 범위 측정자의 가동 범위 (S) 유효 측정 범위 (R)
6-10 mm (.24 - .4”) 0.7 mm (.028”) 0.5 mm (.020”)

10-18.5 mm (.4 - .73”) 0.8 mm (.032”) 0.6 mm (.024”)

18-60 mm (.7 – 2.4”) 1.4 mm (.055”) 1.2 mm (.047”)

50-800 mm (2 – 31.5”) 1.8 mm (.071”) 1.6 mm (.063”)

7. 사용 방법
실린더 게이지는 비교 측정기입니다 . 실린더 게이지만으로는 측정기로서의 기능 , 성능을 발휘할 수 없습니다 . 
사용하실 때에는 지시기가 되는 다이얼 게이지 또는 디지매틱 인디케이터 및 기준기가 되는 셋팅 링 , 마이크로미터 , 게
이지 블록 , 실린더 게이지 영점 체커 등을 이용한 영점 조정이 필요합니다 . 
7-1. 지시기의 부착
1) 다이얼 클램프의 나사를 풀어서 다이얼 게이지 등의 지시기를 다이얼 홀더에 끼웁니다 .
 지시기의 삽입은 지시기가 나타내는 값을 확인하면서 천천히 해 주십시오 . 
2) 지시기의 사양에 따라 다르지만 , 적어도 0.3 mm 이상 끼운 상태까지 삽입 , 다이얼 클램프의 나사를 조여서 지시기를 
고정합니다 .  다이얼 클램프의 나사 홈에 동전 등을 넣어 돌리면 단단하게 조일 수있습니다 .

3) 다이얼 게이지 보호 커버 (일부 옵션 )를 필요에 따라 부착합니다 .(그림 3) 
4） 측정 범위가 160 mm（6.5 ”）를 초과하는 본체의 가이드에 대해서는 가이드 방향을 바꿀 필요가 있습니다 . 가이드를 
주의하며 닿는 위치까지 밀어 넣고 , 그곳에서 시계방향으로 90° 회전시킵니다 . 손을 놓으면 가이드가 원래 위치로 
복귀해서 측정 가능한 상태로 됩니다 . 케이스에 수납하는 경우에는 상기 순서의 반대로 해 주십시오 .（그림 4）

주기
•  다이얼 클램프를 조인 상태에서 지시기를 탈착시키거나 회전시키지 마십시오 . 본 제품이나 지시기를 파손시킬 우려가 있
습니다 .

•  다이얼 클램프의 지시기 삽입 구멍을 잘못해서 변형시킨 경우 , 밀리 사양은 φ 8 mm, 인치 사양은 φ 9.53 mm의 봉의 것을 
끼워서 교정해 주십시오 .

•  고무가 부착된 지시기의 사용은 피해 주십시오 . 작동 불량이 될 우려가 있습니다 .

7-2. 치수 설정 (측정 범위의 변경 )
측정 치수에 맞춘 교체용 로드 , 교체용 워셔 , 서브 앤빌을 부착할 경우에는 마이크로미터 헤드 (마이크로미터 헤드 부착 
기종에만 해당 )의 조정으로 측정 치수를 설정합니다 .
•  교체용 로드 , 교체용 워셔 , 서브 앤빌에 의한 치수 설정
앤빌 플레이트 또는 환산표를 참조하며 , 기재되어 있는 측정 범위의 호칭 값 및 6．측정자의 유효 이동량의 해설
을 참고로 해서 교체용 로드 등을 선정합니다 . 교체용 로드 등의 부착 방법은 기종에 따라 다르기 때문에 아래 그
림（그림 5）을 참조해서 해 주십시오 . 교체용 워셔 , 서브 앤빌을 여러 개 부착하는 경우에는 각각 최소의 개수가 
되도록 해 주십시오 . 교체용 로드를 고정할 때에는 나사부 또는 서포팅 너트를 확실하게 조이고 , 느슨함이 없음을 
확인하고 사용해 주십시오 .

•  마이크로미터 헤드에 의한 치수 설정
마이크로미터 헤드 부착 기종은 마이크로미터 헤드로 치수를 설정합니다 . 설정 후에는 마이크로미터 헤드를 클램프해 
주십시오 .
마이크로미터 헤드의 클램프 방법은 기종에 따라 
우측 그림과 같이 2 종류가  있습니다 . 
마이크로미터 고정 나사의 흔들림에 의한 오차를 
없애기 위해 심블을 화살표 방향으로 밀어서 클램
프해 주십시오 . 
마이크로미터 헤드만으로 조정 범위가 부족할 경우에는 아래 그림의 요령으로 서브 앤빌을 병용해 주십시오 .

7-3.영점 조정
영점 조정에는 기준기가 필요합니다 . 여기에서는 일반적인 영점 조정의 방법에 대해서 설명합니다 .
•  셋팅 링 , 원통 마스터 게이지에 의한 영점 조정
양산품의 검사 등 장기간에 걸쳐서 정기적으로 동일 사양의 측정물을 측정하는 경우에는 영점 조정용 마스터링을 준비
하시면 편리합니다 . 이 경우의 조정 방법은 실제 측정 방법과 동일하며 , 마스터링에 실린더 게이지를 삽입해 , 실린더 
게이지를 전후 또는 좌우로 움직여 지시기가 가리키는 값이 최대가 되는 점으로 영점을 맞춥니다 .（지시기가 다이얼 게
이지인 경우에는 눈금판을 회전 , 디지매틱 인디케이터인 경우에는 프리 세팅 또는 영점 세팅을 합니다）

•  외측 마이크로미터에 의한 영점 조정 
마이크로미터를 스탠드에 헤드측 (스핀들측 )이 아래로 향하도록 해서 세로 자세로 고정하며 필요한 길이로 조정합니
다 . 마이크로미터의 두 개 측정면 사이에 실린더 게이지를 삽입해 , 지시기가 가리키는 값이 최대가 되는 점으로 지시기
의 영점을 맞춥니다 . 마이크로미터에 의한 영점 조정은 가이드에 의한 구심작용을 얻을 수 없기 때문에 어느 정도의 숙
련이 필요합니다 . 외측 마이크로미터 외에도 게이지 블록 , 하이트마스터 , 실린더 게이지 영점 체커에 의해 같은 방법으
로 영점 조정이 가능합니다 .

주기
•  기준기의 오염은 오차의 원인이 되므로 영점 조정을 하기 전에 청소해 주십시오 .
•  교체용 로드 및 마이크로미터 헤드 탈착 시에는 반드시 부속된 스패너를 사용해 주십시오 . 
 （교체용 로드를 서포팅 너트에 의해서 고정하는 타입은 제외합니다）
•  외측 마이크로미터에 의한 영점 조정의 경우에는 반드시 마이크로미터는 세로 자세로 하고 스핀들 쪽
이 아래 쪽이 되도록 유지해 주십시오 . 또한 , 마이크로미터의 스핀들은 클램프하지 말고 작업해 주십
시오 .

•  측정 치수의 설정 후나 측정 전에는 반드시 영점 조정을 해 주십시오 . 연속해서 측정하는 경우에도 가능
한 한 1회 측정 시마다 조정해 주십시오 .

7-4. 측정
지시기의 부착 , 측정 치수의 설정 , 영점 조정이 완료되면 측정이 가능합니다 . 실린더 게이지로는 원통 내경 외에 평행한 
2평면간의 거리 등도 측정할 수 있습니다 . 이 경우에는 외측 마이크로미터에 의해 영점을 조정하는 경우 또는 가이드가 
없는 기종과 마찬가지로 가이드의 구심작용을 얻을 수 없기 때문에 어느 정도의 숙련이 필요합니다 .
측정 순서
1) 피측정 대상에 실린더 게이지를 끼웁니다 .
2) 실린더 게이지를 전후 또는 좌우로 움직입니다 .  
3) 지시기가 가리키는 최대치（피측정 대상 위치의 최소치）를 읽습니다 . 

주기
•  피측정물의 오염은 오차의 원인이 되므로 측정 전에 청소해 주십시오 . 
•  교체용 로드측에서의 실린더 게이지 삽입은 하지 마십시오 . 반드시 측정자 •가이드측으로부터 삽입해 , 가이드를 피측정 
대상에 밀면서 교체용 로드 쪽을 끼워 주십시오 .  또 , 실린더 게이지에 충격을 가하지 않도록 주의하십시오 .

8. 확장 로드 (특별 부속품 )에 대해서
표준 실린더 게이지로는 측정할 수 없는 깊은 구멍을 측정하는 경우에는 확장 로드를 사용해서 측정 깊이를 연장할 수 있
습니다 .（표준형 , 짧은 다리형 , 마이크로미터 헤드 부착 기종에만 해당）
확장 로드 부착 방법

1) 확장 로드에 부속되어 있는 스패너로 외통을 고정
하고 , 헤드를 반시계 방향으로 회전시켜서 제거
합니다 .

2) 확장 로드를 외통에 밀어 넣습니다 .
3)헤드를 확장 로드에 밀어 넣습니다 .

•  확장 로드를 사용한 경우에는 사용 자세에 따라서 정밀도에 영향을 미치는 경우가 있습니다 . 측정하는 자
세와 같은 자세로 영점 조정하실 것을 권장합니다 . 

•  500mm이상의 확장 로드를 연결한 경우에는 수직 자세로 사용해 주십시오 .
•  확장 로드 내부의 샤프트끼리 연결되도록 천천히 , 확실하게 밀어 넣어 주십시오 .
•  나사부는 헐겁지 않도록 확실하게 조여 주십시오 . 확실하게 고정되지 않은 경우 , 파손이나 정밀도·작동 
불량의 원인이 되거나 부품 낙하에 의한 부상을 입거나 할 가능성이 있습니다 .

•  확장 로드는 2개 이상 이어서 사용하지 마십시오 .
•  확장 로드를 연결하면 휨 현상 등의 영향으로 정밀도가 변할 수 있으므로 주의 하십시오 . 

9. 보수 점검 •수리

•  외부의 오염은 부드럽고 마른 천이나 중성세제 또는 알코올을 소량 묻힌 천으로 닦아냅니다 . 수지 부품에는 다른 유기용
제（신너 , 벤젠 등）는 사용하지 마십시오 .

•  외부의 오염에 대해서는 아래 그림을 참조하셔서 정기적으로 측정자 주변을 분해 •세정해 주십시오 . 분해 가능한 기종은 
아래 그림과 같이 가이드 스톱퍼가 내장된 기종뿐으로 , 그 밖의 기종은 분해가 불가능합니다 . 이들 기종에 대해서는 헤드 
부분만 알코올 등을 이용하여 세정해 주십시오 .

•  외통에서 헤드를 제거한 후 다시 부착하는 경우에는 그립을 잡지 말고 , 외통을 흠집이 잘 나지 않는 플라이어 등으로 고정
한 상태에서 헤드를 확실히 조여 주십시오 .

•  장기간 사용하지 않는 경우에는 청소 및 방청 조치를 해서 결로가 생기지 않는 장소에 보관해 주십시오 .
•  장기간 사용하지 않은 경우에는 실린더 게이지 및 지시기의 정밀도 , 작동을 확인해 주십시오 .
• 본 제품의 성능은 사용 상황이나 보존 상태에 크게 좌우됩니다 . 고객님의 사용 빈도 •환경 •보관 방법 등을 고려하신 후에 
사내 규격 등에 주기를 정해 정기적으로 점검하실 것을 권장합니다 .

• 폐사 이외에서 수리하신 경우의 성능은 폐사의 보증 대상에서 제외됩니다 .

주의
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1 1. 다이얼 클램프
2. 다이얼 홀더
3. 그립 (손잡이 )
4. 외통
5. 헤드
6. 측정자（가동측）
7. 가이드（안내판）
8. 교체용 로드（앤빌）

※측정 범위가 10 mm（ .4 ”）까지의 기종에
는 가이드가 없습니다 .

교체용 로드측정자

R (유효 측정 범위)

S (가동 범위)그림 1 그림 2

그림 3 그림 4

교체용 로드

워셔
너트

교체용 로드

서브 앤빌

교체용 워셔

서브 앤빌 서포팅 너트

교체용 로드

교체용 워셔

6至 10 mm（.24~.4”）
(소경 CG-S타입)

10至 35 mm（.4~.1.38”）
및 얕은 구멍형(CGF) 전 기종

35 mm（1.38”）이상의 전 기종
（표준형, 짧은 다리형, 마이크로미터 헤드 부착 타입）

그림 5

 

주의

1

2

3

가이드 스톱퍼

스냅링 플라이어 등（시판품）

1. 시판의 스냅링 플라이어 등을 이용해서 2개의 핀을 가이드 
스톱퍼의 구멍에 끼웁니다 . 

 적용 핀 직경：
측정 범위 35 mm 이하인 기종 φ1 mm, 그 외 φ1.5 mm

2. 가이드 스톱퍼를 반시계 방향으로 돌립니다 .
3. 측정자나 가이드 등이 본체로부터 제거됩니다 .
측정 범위가 160 mm(6.5”)를 초과하는 본체에는 가이드의 
고정용 볼과 스프링이 내장되어 있어 , 가이드 제거 시에 튀
어나올 우려가 있습니다 . 분해 시에는 천천히 가이드를 제거
해 주십시오 . 

4. 측정자 , 가이드 등을 알코올 등으로 세정해 주십시오 .
 ※ 부품을 분실하지 않도록 주의해 주십시오 .

본체                  서브 앤빌        마이크로미터 헤드

(1) 마이크로미터 헤드를 본체로부터 제거하고 서브 
앤빌에 부착합니다 .

(2) 서브 앤빌을 본체에 부착합니다 .

Printed in Japan

Introduction
To take full advantage of this instrument, read this manual thoroughly first. After reading it, retain this manual for future 
reference. The product specifications and the information in this manual are subject to change without notice.
Warranty: In the event that the Mitutoyo Bore Gage should prove defective in workmanship or material, within one year 
from the date of original purchase for use, it will be repaired or replaced, at our option, free of charge upon its prepaid 
return to us. Please contact your Mitutoyo office.

Export Control Compliance
The goods, technologies or software described herein may be subject to National or International, or Japanese Export 
Controls. To export directly or indirectly such matter without due approval from the appropriate authorities may therefore 
be a breach of export control regulations and the law.

1. Safety Precautions

Indicates a potentially hazardous situation which, if not avoided, may result in minor or moderate injury or 
property damage.

2. On Various Types of Notes
IMPORTANT
• 	 An important note is a type of note that provides information essential to the completion of a task. You cannot disregard this note to 

complete the task.
• 	 An important note is a type of precaution, which if neglected could result in a loss of data, decreased accuracy or instrument 

malfunction/failure.

NOTE
A note emphasizes or supplements important points of the main text. It also supplies information about specific situations 
(e.g., memory limitations, equipment configurations, or details that apply to specific versions of a program).

3. Operating Environments
IMPORTANT
• 	 Use the instrument under the temperature of 0 to 40℃ , and the relative humidity of 30 to 70%.  (Storage temperature: -10 to 50℃ )
• 	 Avoid using the instrument at a site with a significant temperature fluctuation. Condensation might adversely affect the performance.
• 	 Use the instrument at sites with as little dust, oil, and oil mist as possible.
• 	 Do not use the instrument under direct sunlight.

4. Cautions on use
Observe the following precautions to avoid instrument failure or malfunction.

IMPORTANT
• 	 Do not strike the instrument or allow it to be struck.
• 	 Perform sufficient thermal stabilization of the instrument, a master gage and an object to be measured before starting measurement. 

Use the instrument at a site which is subject to as little thermal fluctuation as possible.
• 	 Make sure that the head and outer sleeve are securely fastened before use.
• 	 Do not use the instrument while holding the outer sleeve. If periodic calibration or precision measurement is required, wear thick 

gloves to minimize your body temperature’s influence on the reading.
• 	 Do not use or store the instrument under direct sunlight, or in an excessively hot or cold environment.
• 	 After use, clean the interchangeable rod/washer, etc., apply a coat of anti-corrosive oil to them. If these parts are not cleaned sufficiently, 

it might degrade the accuracy and operation of this instrument.
• 	 Use only the supplied interchangeable rod/washer, sub-anvils, and other accessories. Do not use them with other instruments.
• 	 Avoid abrupt operation of the contact point or guide. Be sure to use the instrument within the specified measuring range.
• 	 If this product is dropped by mistake, check the accuracy and operation.

5. Parts Names 

NOTE
• 	 The indicator might not be a standard accessory in some models.
• 	 For the part names, accessories, and details about how to handle the dial gage and other indicators, refer to the indicator manual.

6. Effective Displacement of Contact Point
• 	The range of contact point (S) and the effective measuring range (R) are shown below (Figure 1).
• 	Consider the center of the effective measuring range (Po) the neutral point and the length from the replacement rod to Po the nominal value of the 

bore gage (L). (The nominal value in Figure 2 is determined by the combination of the replacement rod and replacement washer.)
• 	It is recommended to set the mean value of the whole measurement tolerance range to L.
	 For example, if the measurement dimension is 100±0.05, set 100 to L. If the dimension is 100.5 +0.02/-0.08, it is ideal to set 104.97 to L. However, 

the dimension cannot be adjusted 0.01 mm (.00004”) at a time in models without the micrometer head. Therefore, set 100.5 to L by using the 
replacement washer and replacement rod together.

Measurement range of bore gage Range of contact point (S) Effective measuring range (R)

6-10 mm (.24 - .4”) 0.7 mm (.028”) 0.5 mm (.020”)

10-18.5 mm (.4 - .73”) 0.8 mm (.032”) 0.6 mm (.024”)

18-60 mm (.7 – 2.4”) 1.4 mm (.055”) 1.2 mm (.047”)

50-800 mm (2 – 31.5”) 1.8 mm (.071”) 1.6 mm (.063”)

7. Usage
The bore gage is a comparative measurement instrument. However, this gage cannot function or perform as a measurement instrument if used alone. 
Before using this gage, adjust the zero point by using a dial gage or digimatic indicator, which functions as an indicator, and at a ring gage, microm-
eter, gauge block, bore gage zero checker, or other tool, which functions as reference gage.

7-1. Attaching the indicator
1)	 Loosen the dial clamp screw and insert an indicator such as a dial gage into the dial holder.
	 Slowly insert the indicator while monitoring the indicator’s reading. 
2)	 Insert the indicator at least 0.3 mm, although this value depends on the indicator specifications. Fasten the dial clamp screw to fix the indicator in 

place. A coin or other flat item can be inserted into the groove of the dial clamp screw and turned to fasten the screw more securely.
3)	 Attach the dial gage protection cover (optional in some models) as required (Figure 3).
4） If the measuring range is more than 160 mm (6.5”), the direction of the main unit’s guide must be switched. Insert the guide until it contacts the end, 

and then rotate it 90° clockwise. When released, the guide returns to the original position and measurement becomes possible. Perform this 
procedure in reverse when placing the guide in the case (Figure 4).

NOTE
• 	 Do not remove, insert or rotate the indicator with the dial clamp fastened. This could damage the product or indicator.
• 	 If the dial clamp’s indicator insertion hole is deformed by mistake, correct it by inserting an φ8 mm stick (for millimeter 

specifications) or a φ9.53 mm stick (for inch specifications).
• 	 Do not use the indicator with rubber bellows. This could cause a malfunction.

7-2. Dimension settings (modification of measuring range)
Set the measurement dimension by attaching the replacement rod, replacement washer, or sub-anvil suited for the measurement dimension by adjusting 
the micrometer head (only when the model has a micrometer head).
• 	 Setting the dimension by attaching the replacement rod, replacement washer, or sub-anvil

Select the replacement rod or other part by referring to the nominal value of the measuring range on the anvil plate or conversion chart 
and “6. Effective Displacement of Contact Point”. Because the method for attaching the replacement rod or other part differs depending 
on the model, refer to the figure below (Figure 5). If attaching multiple replacement washers and/or sub-anvils, use as few replacement 
washers and/or sub-anvils as possible. Tighten the screw part or supporting nut and check for looseness before securing the interchangeable rod.

• 	 Setting the dimension by adjusting the micrometer head 
Set the dimension for a model with a micrometer head by adjusting the micrometer head. Clamp the micrometer head after setting.

There are two methods for clamping the micrometer head, as 

shown in the right figure.

Use the one that fits your model. To eliminate errors due to 

the play and rattle of micrometer screws, clamp the head by 

pushing the thimble in the arrow direction.

If it is not possible to sufficiently adjust the range by using only the micrometer head, use the sub-anvil as shown in the figure below.

7-3. Zero adjustment
The reference gage is necessary for zero adjustment. This section describes a typical zero adjustment procedure.
• 	 Zero adjustment using the ring gage or cylinder master gage

To periodically measure workpieces that have the same specifications for a long time (such as when inspecting mass-produced products), it is 
convenient to have a master ring for zero adjustment. The procedure for this adjustment is the same as the actual measurement method. Insert the 
bore gage into the master ring, vertically or horizontally swing the bore gage, and set the zero point to the point where the indicator reads the 
maximum value. (Rotate the dial face for a dial gage and perform presetting or zero setting for a digimatic indicator.)

• 	 Zero adjustment using the outside micrometer 
Place the micrometer onto the stand so that the head side (spindle side) faces downward. Fix it in the vertical position and open the necessary length. 
Insert the bore gage between the two measuring faces of the micrometer and set the zero point of the indicator to the point where the indicator reads the 
maximum value. Some skill is required for this operation because the centripetal force by the guide cannot be used during zero adjustment using the 
micrometer. Zero adjustment is also possible by performing the same procedure using the gauge block, Height Master, or bore gage zero checker in 
addition to the outside micrometer.

NOTE
• 	 Dirt in the master gage can lead to errors in measurement. Be sure to clean the master gage before performing 

zero adjustment.
• 	 Be sure to use the wrench that comes with the product to remove or attach the replacement rod or micrometer 

head (except for models where the replacement rod is fixed in place using supporting nuts).
• 	 For zero adjustment using the outside micrometer, be sure to keep the micrometer in the vertical position and 

hold it so the spindle side faces downward. Perform this work without clamping the micrometer spindle.
• 	 Always perform zero adjustment after setting the measurement dimension and before starting measurement. 

Even when performing measurement processes in series, perform zero adjustment before each measurement 
process whenever possible.

7-4. Measurement
Measurement can be started once the indicator is attached, the measurement dimension is set, and zero adjustment is completed. The bore gage can 
measure not only the inside diameter of a cylinder but also the distance between two parallel planes. Some skill is required because the centripetal force 
by the guide cannot be used, as when performing zero adjustment using outside micrometer or in the case of a model without a guide.
Measurement procedure
1) Insert the bore gage into the measurement target.
2) Vertically or horizontally swing the bore gage. 
3) Read the maximum value of indicator (the minimum value of the 
    measurement target position).

NOTE
• 	 Dirt on the object to be measured can lead to errors in measurement. Be sure to clean the object to be measured  before starting 

measurement.
• 	 Do not insert the bore gage from the replacement rod side. Always insert it from the contact point/guide side and insert the replacement 

rod side while pushing the guide against the measurement target. Also, be sure not to apply excessive force to the bore gage when 
inserting it into the measurement target.

8. About Extension Rod (Optional Accessory)
The measuring depth can be extended using the extension rod to measure a deep hole that cannot be measured with the standard bore gage (only in the 
standard model, short leg model, and model that has a micrometer head).
Extension rod attachment procedure
1) Fix the outer sleeve to the extension rod by using the wrench 

that comes with the product and remove the head by rotating it 
counterclockwise.

2）Screw the extension rod in the outer sleeve.
3）Screw the head into the extension rod.

• 	The user’s posture might adversely affect the accuracy when the extension rod is used. It is recommended to keep 
the same posture as that when you adjusted the zero point. 

• 	When using an extension rod of 500 mm or longer, perform measurement vertically.
• 	Fasten the head to the extension rod slowly and firmly so that the internal shafts are coupled.
• 	Tighten the screw part so that it will not loosen. If it is not tightly fixed, a breakage, inaccuracy, malfunction, or part 

drop might occur causing an injury.
• 	Do not relay multiple extension rods.
• 	Note that the accuracy of measurement when using an extension rod might be degraded by factors such as rod 

deflection. 

9. Maintenance, Checking, Servicing, and Repairing
• 	Wipe off outside stains with a soft dry cloth or cloth soaked with neutral detergent or alcohol.
	 Do not use other organic solvents (such as thinner or benzene) for resin parts.
• 	Periodically disassemble and clean the contact point part to remove internal stains by referring to the figure below. Only models that 

have a guide stopper as shown in the figure below can be disassembled. For these models, dip the head part in alcohol or another 
appropriate solvent to clean it. Do not dip other parts.

• 	If you removed the head from the outer sleeve, securely tighten the head by holding the outer sleeve using pliers to prevent scratching, 
instead of holding the grip.

• 	If the gage is not to be used for a long time, clean it, apply an anti-corrosive treatment, and then store it in a place without condensation.
• 	Before using the gage after a long time, check the accuracy and operation of the bore gage and indicator.
• 	The performance of this product largely relies on the usage and storage conditions. It is recommended to stipulate an inspection 

period in your internal standards or another document considering the usage frequency, environment, storage method, and other 
elements, and periodically inspect the product.

• 	Mitutoyo does not guarantee the performance if a third party repairs the product.

CAUTION
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1 1. Dial clamp
2. Dial holder
3. Grip
4. Sleeve
5. Head
6. Stylus (movable side)
7. Guide
8. Replacing rod (anvil)

*  Models of which measuring range is 10 mm (.4”) or 
less do not have guides.

Replacement rodContact point

R (Effective measuring range)

S (Movable range)
Figure 1 Figure 2

Figure 3 Figure 4

Replacement rod

Washer
Nut

Replacement rod

Sub-anvil

Replacement washer

Sub-anvil Supporting nut

Replacement rod

Replacement washer

6 to 10 mm (.24 to .4” )
(Small CG-S type)

10 to 35 mm (.4 to 1.38” ))
and all thin-hole models (CGF)

All models of 35 mm (1.38” )) or more
(Standard type, support type, type with micrometer head)

Figure 5
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Guide stopper

Snap ring pliers or another tool
(commercially available)

1.	 Insert two pins into the guide stopper hole by using commercial snap 
ring pliers.

	 Applicable pin diameter:
φ1 mm for a model of which measuring range is 35mm or less. 
φ1.5 mm for other models.

2.	 Rotate the guide stopper counterclockwise.
3.	 The contact point, guide and other parts are removed from the main unit.

If the measuring range is more than 160 mm (6.5”), the main unit 
incorporates a ball and spring that prevent the guide from rotating. 
These might fall out when the guide is removed. Slowly remove the 
guide during disassembly.

4.	 Wash the contact point, guide, or other part with alcohol or another 
appropriate solvent.

	 * Be careful not to lose parts.

Using an Allen wrench
60 to 100 mm (2.4 to 4”)

Main unit                      Sub-anvil                Micrometer head

(1)	 Remove the micrometer head from the main unit and 

attach it to the sub-anvil.

(2)	 Attach the sub-anvil to the main unit.

Using a clamp lever
All models of 100 mm (4”) or more

Introduzione
Per sfruttare al meglio questo strumento occorre prima leggere attentamente il presente manuale. Dopo averlo letto, si 
raccomanda di conservarlo per poterlo consultare in futuro. Le specifiche del prodotto e le informazioni ivi contenute 
possono variare senza alcun preavviso. 
Garanzia: se l’alesametro Mitutoyo presenta difetti di materiale o lavorazione, riscontrati entro un anno dalla data del 
primo acquisto, provvederemo a ripararlo o sostituirlo gratuitamente, a nostra discrezione, a patto che lo strumento 
venga spedito in porto assegnato. Rivolgersi al proprio rivenditore Mitutoyo.

Note sulle Norme di Esportazione
Rimane implicito che vi impegnerete e sarete d’accordo a non compiere alcuna azione che, diretta o indiretta, violi 
leggi o norme del Giappone o del vostro Paese, o qualsiasi altro trattato internazionale relativo all’esportazione o 
riesportazione di qualsiasi prodotto.

1. Precauzioni di sicurezza

Indica una situazione potenzialmente pericolosa che, se non viene evitata, potrebbe causare lesioni lievi o 
moderate oppure danni alla proprietà.

2. Vari tipi di note
IMPORTANTE
• 	 Una nota importante è un tipo di nota che fornisce informazioni essenziali per ottenere le massime prestazioni dallo strumento. 

Quindi, occorre scrupolosamente osservarla. 
• 	 La non osservanza delle precauzioni d’uso può provocare la perdita dei dati e il malfunzionamento o un’anomalia dello strumento, 

oltre a compromettere la precisione.

NOTA
Una nota aggiunge o sottolinea punti di una certa importanza del testo principale, oltre a fornire informazioni su situazioni specifiche (ad 
es. limitazioni di memoria, configurazioni di equipaggiamento o dettagli relativi a determinate versioni di un programma).

3. Condizioni di funzionamento
IMPORTANTE
• 	 Usare lo strumento a una temperatura compresa tra 0 e 40° e un’umidità relativa tra 30 e 70%. 
	 (Temperatura di conservazione: da -10 a 50°)
• 	 Evitare di usare lo strumento in un luogo caratterizzato da significative oscillazioni della temperatura. 
	 La condensa può pregiudicare il funzionamento.
• 	 Usare lo strumento in luoghi il meno possibile esposti alla polvere, all’olio e alla nebbia d’olio.
• 	 Non usare lo strumento esponendolo alla luce solare diretta.

4. Avvertenze d’uso
Osservare le seguenti precauzioni onde evitare il malfunzionamento o anomalie dello strumento.

IMPORTANTE
• 	 Non urtare lo strumento.
• 	 Prima di iniziare con la misurazione sottoporre lo strumento, un anello di riscontro e l’oggetto da misurare, a una stabilizzazione 

termica sufficiente. Usare lo strumento in un luogo che sia esposto il meno possibile a oscillazioni termiche.
• 	 Assicurarsi che la testina e la sua sede esterna siano saldamente fissate prima di essere usate.
• 	 Non usare lo strumento mentre si tiene lo stelo. Se occorre eseguire una calibrazione periodica o una misurazione di precisione, 

indossare guanti spessi per ridurre al minimo l’influsso della temperatura corporea sulla lettura.
• 	 Non usare né conservare lo strumento esposto alla luce solare diretta né in un ambiente troppo caldo o freddo.
• 	 Dopo l’uso, pulire l’astina, la rondella intercambiabile, ecc. e applicarvi uno strato di olio anticorrosione. Se queste parti non sono 

sufficientemente pulite, peggiora il grado di precisione e il funzionamento di questo strumento.
• 	 Usare esclusivamente l’astina, la rondella intercambiabile, i sotto-incudini e gli altri accessori forniti. Non usarli con altri strumenti.
• 	 Non usare la punta di contatto o la guida in maniera brusca. Si raccomanda di utilizzare lo strumento entro il campo di misura specificato.
• 	 Se questo prodotto cade accidentalmente, controllarne la precisione e il funzionamento.

5. Nome dei componenti 

NOTA
• 	 Il comparatore può non essere un accessorio standard in alcuni modelli.
• 	 Per i nomi dei componenti, gli accessori e i dettagli sull’utilizzo del comparatore, consultare il relativo manuale.

6. Spostamento effettivo della punta di contatto
•	Il campo della punta di contatto (S) e il campo di misura effettivo (R) sono illustrati in basso (figura 1).
• 	Considerare come centro del campo di misura effettivo (Po) il punto neutro e come lunghezza tra l’astina intercambiabile e il Po il valore nominale 

dell’alesametro (L). (Il valore nominale in figura 2 è dato dalla combinazione tra l’astina intercambiabile e la rondella intercambiabile.)
• 	Si raccomanda di impostare su L il valore principale dell’intero campo di tolleranza della misurazione.
	 Per esempio, se la dimensione di misura è 100±0.05, è ideale impostare L a 104,97. Comunque, la dimensione non si può regolare di 0,01 mm 

(0,00004”) alla volta nei modelli che non hanno una testina micrometrica. Quindi, regolare L a 100,5 servendosi contemporaneamente della 
rondella e dell’astina intercambiabili.

Campo di misura dell’alesametro Campo della punta di contatto (S) Campo di misura effettivo (R)

6-10 mm (0,24 -0,4 ”) 0,7 mm (,028 ”) 0.5 mm (.020 ”)

10-18,5 mm (0,4 -0,73 ”) 0.8 mm (.032 ”) 0.6 mm (.024 ”)

18-60 mm (0,7 – 2,4 ”) 1.4 mm (.055 ”) 1.2 mm (.047 ”)

50-800 mm (2 – 31.5 ”) 1.8 mm (.071 ”) 1.6 mm (.063 ”)

7. Utilizzo
L’alesametro è uno strumento di misura comparativo e quindi non può funzionare se viene utilizzato da solo. Prima di utilizzarlo, occorre regolare il 
punto zero servendosi di: un comparatore analogico o digitale, un anello di riscontro, un micrometro, un blocchetto di riscontro, un dispositivo di 
controllo punto zero dell’alesametro o altro strumento che funga da riferimento.

7-1. Applicazione del comparatore
1)	 Allentare la vite di bloccaggio del quadrante e inserire nel supporto il comparatore.
	 Inserire lentamente il comparatore controllando la lettura. 
2)	 Inserire il comparatore per almeno 0,3 mm, anche se questo valore dipende dalle specifiche del comparatore. Fissare la vite di bloccaggio 

per posizionare il comparatore. È possibile inserire una moneta o un altro oggetto piatto nella scanalatura della vite di bloccaggio del misuratore per 
ruotarla e fissarla in questo modo in maniera più sicura.

3)	 Applicare la copertura di protezione del comparatore (optional in alcuni modelli) come richiesto (figura 3).
4） Se il campo di misura è superiore a 160 mm (6,5”), la direzione della guida dell’unità principale va cambiata. Inserire la guida fino in fondo, quindi 

ruotarla di 90° in senso orario. Una volta rilasciata, la guida ritorna nella posizione originaria; a questo punto è possibile effettuare la misurazione. 
Procedere all’inverso per posizionare la guida, come illustrato in figura 4.

NOTA
• 	 Non rimuovere, inserire, né ruotare il comparatore se il bloccaggio del quadrante è fissato, altrimenti si potrebbe danneggiare il 

prodotto o il comparatore.
• 	 Se il foro di inserimento del comparatore viene deformato accidentalmente, correggerlo inserendo un tondino φ8 mm (per 

sistemi di misura metrico-decimali) o un tondino φ9,53 mm (per sistemi di misura anglosassoni).
• 	 Non usare il comparatore con un soffietto in gomma, altrimenti si potrebbe provocare un malfunzionamento.

7-2. Impostazioni della dimensione (modifica del campo di misura)
Impostare la dimensione di misura applicando l’astina intercambiabile, la rondella intercambiabile o la sotto-incudine adatta per la dimensione, regolando 
la testina micrometrica (solo se il modello è dotato della testina).
• 	 Impostazione della dimensione applicando l’astina intercambiabile, la rondella intercambiabile o la sotto-incudine.

Scegliere l’astina intercambiabile o altro componente facendo riferimento al valore nominale del campo di misura sulla piastra dell’incudine o sul 
grafico delle conversioni e al punto “6. Spostamento effettivo della punta di contatto”. Dato che il metodo di applicazione dell’astina intercambiabile o 
altro componente differisce in base al modello, vedi figura in basso (figura 5). Se si applicano diverse rondelle intercambiabili e/o sotto-incudini, usare 
meno rondelle e/o sotto-incudini possibili.  Stringere la ghiera di fissaggio dell’astina e verificare il posizionamento.

• 	 Impostazione della dimensione regolando la testina micrometrica
Impostare la dimensione di un modello dotato di testina micrometrica regolando la testina. Bloccare la testina micrometrica dopo aver impostato la 
misura.
Esistono due metodi per bloccare la testina micrometrica, 
come illustrato nella figura a destra.
Usare quello più adatto al proprio modello.
Per eliminare gli errori dovuti al gioco e all’urto del contatto 
sul tamburo del micrometro, bloccare la testina spingendo la 
bussola nella direzione della freccia.
Se non è possibile regolare sufficientemente il campo servendosi soltanto della testina micrometrica, usare la sotto-incudine come illustrato nella 
figura in basso.

7-3. Regolazione del punto zero
Per la regolazione del punto zero è necessario usare l’anello di riscontro. In questa sezione viene descritta la procedura tipica per la regolazione del 
punto zero.
• 	 Regolazione del punto zero usando l’anello di riscontro. 

Per misurare periodicamente i pezzi che hanno le stesse specifiche per un lungo periodo (come quando si ispezionano i prodotti di massa), per la 
regolazione del punto zero è conveniente avere un anello campione. La procedura di questa regolazione è uguale all’attuale metodo di misurazione. 
Inserire l’alesametro nell’anello campione, roteare l’alesametro verticalmente od orizzontalmente, quindi portare il punto zero nel punto in cui il 
comparatore indica il valore massimo. (Ruotare la parte frontale del comparatore ed effettuare l’impostazione preliminare o l’impostazione del punto zero.)

• 	 Regolazione del punto zero usando il micrometro per esterni
Posizionare il micrometro sul supporto in maniera tale che il lato di testa (lato del mandrino) sia rivolto verso il basso. Fissarlo in posizione verticale 
e aprire la lunghezza necessaria. Inserire l’alesametro tra i due lati di misurazione del micrometro e portare il punto zero del comparatore nel punto in 
cui viene indicato il valore massimo. Per questa operazione è necessaria una certa capacità, dato che non ci si può servire della forza centripeta della 
guida durante la regolazione del punto zero con il micrometro. Il punto zero si può regolare anche effettuando la stessa procedura con il blocchetto di 
riscontro, il campione di lunghezza o il dispositivo di controllo punto zero dell’alesametro, oltre al micrometro per esterni.

NOTA
• 	 Lo sporco sul campione di calibrazione può portare ad errori nella misurazione. Assicurarsi di pulire il campione 

di calibrazione prima di procedere alla regolazione del punto zero.
• 	 Si raccomanda di rimuovere o applicare l’astina intercambiabile o la testina micrometrica con la chiave fornita 

insieme al prodotto (tranne che nei modelli la cui astina intercambiabile viene posizionata con i dadi di supporto).
• 	 Nella regolazione del punto zero con il micrometro per esterni, accertarsi di mantenere il micrometro in 

posizione verticale e di tenerlo in maniera tale che il lato del tamburo sia rivolto verso il basso. Effettuare questa 
operazione senza fissare il tamburo del micrometro.

• 	 Regolare il punto zero sempre dopo aver impostato la dimensione di misura e prima di iniziare con la misurazione. 
Regolare il punto zero prima di ciascuna misurazione, ove possibile, anche se le misurazioni vengono effettuate 
in serie.

7-4. Misurazione
La misurazione può iniziare una volta che è applicato il comparatore, è impostata la dimensione di misura e la regolazione del punto zero è ultimata. 
L’alesametro può misurare non soltanto il diametro interno di un cilindro, ma anche la distanza tra due piani paralleli. Per questa operazione è necessaria 
una certa capacità, dato che non ci si può servire della forza centripeta della guida durante la regolazione del punto zero con il micrometro per esterni o 
se il modello usato è privo di guida.
Procedura di misurazione
1) Inserire l’alesametro nel punto di misurazione desiderato.
2) Roteare l’alesametro verticalmente od orizzontalmente.
3) Leggere il valore massimo del comparatore 
    (il valore minimo della posizione di misurazione da raggiungere).

NOTA
• 	 Lo sporco sull’oggetto da misurare può portare ad errori nella misurazione. Assicurarsi di pulire l’oggetto da misurare prima di 

procedere alla misurazione.
• 	 Non inserire l’alesametro dal lato dell’astina intercambiabile. Inserirlo sempre dal lato della punta di contatto/guida e inserire il lato 

dell’astina intercambiabile spingendo la guida contro l’oggetto da misurare. Inoltre, assicurarsi di non applicare una forza eccessiva 
all’alesametro quando lo si inserisce nel punto di misurazione desiderato.

8. Asta di prolunga (accessorio opzionale)
La profondità di misurazione si può estendere con l’asta di prolunga, al fine di misurare un foro profondo che non si riesce a misurare con l’alesametro 
standard (solo il modello standard, il modello a gambo corto e il modello dotato di testina micrometrica).
Procedura per applicare l’asta di prolunga
1) Fissare lo stelo esterno sull’asta di prolunga con la chiave 

fornita insieme al prodotto e rimuovere la testina ruotandola in 
senso antiorario.

2）Avvitare l’asta di prolunga nello stelo esterno.
3）Avvitare la testina nell’asta di prolunga.

• 	La postura dell’operatore può pregiudicare la precisione quando si usa l’asta di prolunga. Si consiglia, 
pertanto, di mantenere la stessa postura come quando si regola il punto zero. 

• 	Se si utilizza un’asta di prolunga di 500 mm o più lunga, effettuare la misurazione verticalmente.
• 	Fissare bene e lentamente la testina sull’asta di prolunga in maniera tale che le aste interne siano accoppiate.
• 	Stringere la parte avvitata in modo che non si possa allentare. Se non è ben fissata, la rottura, l’imprecisione, il 

malfunzionamento o la caduta, potrebbero causarne la rottura.
• 	Non applicare aste di prolunga multiple.
• 	Notare che, quando si misura usando un’asta di prolunga, la precisione di misurazione potrebbe peggio-

rare a causa della flessione dell’asta.

9. Manutenzione, controllo, assistenza tecnica e riparazione
• 	Rimuovere le macchie esterne con un panno morbido e asciutto o un panno imbevuto di detergente neutro o alcol.
	 Non usare solventi organici (come diluenti o benzene) per le parti in resina.
• 	Smontare periodicamente e pulire la testina per rimuovere le macchie interne, come indicato nella figura in basso. I modelli che si 

possono smontare sono solo quelli dotati della vite di guida, come illustrato nella figura in basso. In questi modelli, pulire la testina 
immergendola nell’alcol o in un altro solvente adeguato. Non immergere altre parti.

• 	In caso di rimozione della testina, riposizionarla e serrare bene la ghiera esterna.
• 	Se l’alesametro non viene usato per molto tempo, pulirlo e applicare un olio anticorrosione, quindi conservalo in un luogo in cui non si 

formi alcuna condensa.
• 	Prima di riutilizzare l’alesametro dopo un prolungato periodo di tempo, controllare la precisione e il funzionamento sia dell’alesametro 

che del comparatore.
• 	La prestazione di questo prodotto dipende in larga misura da come viene usato e conservato. Si consiglia di stabilire un periodo di 

ispezione nei propri documenti standard interni o altri documenti considerando la frequenza di utilizzo, l’ambiente, il tipo di 
conservazione e altri fattori. Ispezionare il prodotto ad intervalli regolari.

• 	Mitutoyo non garantisce la prestazione del prodotto se la riparazione viene effettuata da terzi.

ATTENZIONE
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1 1. Bloccaggio quadrante
2. Supporto quadrante
3. Impugnatura
4. Stelo
5. Testina
6. Contatto mobile
7. Guida
8. Astina intercambiabile (incudine)

*  I modelli il cui campo di misura è 10 mm (.4”) o meno 
non hanno le guide.

Astina intercambiabilePunta di contatto

R (Campo di misura effettivo)

S (Campo mobile)Figura 1 Figura 2

Figura 3 Figura 4

Astina intercambiabile

Rondella
Dado

Astina intercambiabile

Sotto-incudine

Rondella intercambiabile

Sotto-incudine Dado di supporto

Astina intercambiabile

Rondella intercambiabile

Da 6 a 10 mm （da 0,24 a 0,4”）
(modello piccolo CG-S)

Da 10 a 35 mm (da 0,4 a 1,38” )
e tutti i modelli a foro sottile （CGF）

Tutti i modelli di 35 mm (1,38” ) o più
(modello standard, modello a supporto, modello con testina micrometrica）

Figura 5

 

ATTENZIONE
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Dispositivo di
arresto guida

Pinze per anelli elastici o altro attrezzo
(disponibili in commercio)

1.	 Inserire due spine nei fori della vite di guida servendosi delle pinze per 
anelli elastici disponibili in commercio.

	 Diametro spina consentito:
φ1 mm per i modelli il cui campo di misura è 35 mm o meno. 
φ1.5 mm per gli altri modelli.

2.	 Ruotare il dispositivo di arresto in senso antiorario.
3.	 La punta di contatto, la guida e gli altri componenti sono rimossi dall’unità 

principale.
Se il campo di misura è superiore a 160 mm (6,5”), l’unità principale 
comprende una sfera e una molla per evitare che la guida possa ruotare. 
Queste possono fuoriuscire una volta che la guida è rimossa. Rimuovere 
la guida lentamente durante lo smontaggio.

4.	 Lavare il punto di contatto, la guida o altri componenti con alcol o 
altro solvente adeguato.

	 * Si raccomanda di non perdere alcun componente.

Unità principale             Sotto-incudine         Testina micrometrica

(1)	 Rimuovere la testina micrometrica dall’unità principale e 

applicarla alla sotto-incudine.

(2)	 Applicare la sotto-incudine all’unità principale.

GB I 中

Utilizzo di una chiave Allen
Da 60 a 100 mm da 2,4 a 4”

Utilizzo di una leva di bloccaggio
Tutti i modelli di 100 mm 4” o più

육각렌치에 의한
60~100 mm (2.4~ 4”)

클램프 레버에 의한
100 mm (4”) 이상의 전 기종


